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˔ϚイΫϩεςοϓ・εέジϡーϦンάٕज़ʹΑͬͯऩ集͞ΕΔɺߴਫ਼ڭҭϏοάσータΛར༻͢Δ৽
FBSOJOH-��̴ܕ γεςϜのϝϦοトΛ࠷େԽ͢Δ͜ͱͰɺϚイΫϩεςοϓ・εタσΟʢ.44ʣのࣾ会
࣮Λਪਐͨ͠ɻ

˔ͭの開発ςーϚʹऔΓΈɺͦの͏࢛ͪͭのςーϚʹ͍ͭͯॳのඪ͕ୡ成Ͱ͖ͨɻ

˔σータΛڞ༗͢ΔΈσータのཧ方法ɺڞ༗ルールɺؔ࿈͢Δڭҭσータのڞ༗ルールͳͲɺݕ
౼͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍͜ͱΛ明֬Խͨ͠ɻ

国ཱେ学法ਓԬࢁେ学

育ビッグデータをベースͱしたڭਫ਼度ߴ
育ͷಋೖ推進ڭԉͷެࢧ育ڭ

"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ

本研究開発は、ݸʑのֶशऀのֶश成の্ঢをՄࢹ

ԽしてϑΟーυバッΫできる新ܕ F�ϥーχϯグ「ϚイΫ

ϩεςッϓ・εタデΟ（.SS）」のϝϦッτを࠷େԽし、

ࣾձ実をਪਐすることまでをඪとした。これは、Ϛ

イΫϩεςッϓ・εέδϡーϦϯグ技術でऩू͞れる、

「͍ͭ」と͍う࣌間্࣠の݅がͦΖったେྔのॎ断త

行ಈデータ（ߴਫ਼度ڭҭビッグデータ）の利用にΑって

実͞ݱれるものである。また、ֶྗ্Ґのӳྗޠを

্ͤ͞ること͚ͩをతとͤͣ、.SS�のサービεをड

͚るֶशऀのҙཉ্とֶྗ্にد༩することを࠷େ

のతとした。ֶशޮを্ͤ͞る「ݸผ࠷దԽ」の

機の実、จ部Պֶলの (I(A εΫール構でඋ

͞れたをֶݱߍとࣗで༗ޮ活用する্でੜ͡る

ネッττϥϒル、おΑͼ௨৴අܦඅతͳͳͲをղ

ܾできるιϑτの開発から、ήーϛϑΟέーγϣϯ

の要ૉをֶशにಋೖするํ法のݕ౼とϞデル実ફにΑる

໌֬ͳ成果の取ಘまで、͞ま͟まͳతをઃఆした。

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 年度ʙ 2020 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
ͭの開発ςーϚをઃఆし研究開発を実施した。ͳお、

SIP 業はࣄ 2020 年度でऴྃしたが、2021 年度Ҏ߱も

本開発ςーϚの研究開発をܧ続して͍る。

�ʣ開発ςーϚߴ�ɿ ͳ学शޮ果ΛੜΉͨΊの学शσー

タ・ใϓϥοトϑΥーϜ͓Αͼ学शࢧԉγεςϜの

༺ஙͱӡߏ

.SS にお͍て、ֶश༰をεέδϡーϦϯグすると

ಉ༷にֶशࢦಋのޮ果をՄࢹԽできるΑう、ֶशऀの

ֶशҙཉࣗײྗޮݾͳͲの৺ཧई度をಉ࣌にεέδϡ

ーϦϯグし、ʑのֶशがऴྃする͝とにਤ �のΑう

ͳ৺ཧई度の࣭߲にݸճをٻめるΈを年間

を௨͡てӡ用した。

ͳお、.SS のಋೖにΑるڭҭࢧԉのࣾձ実を全国

に͛るため、ಋೖඅ用の一部をड託ࣄ業අとしてେֶ

にೲめるΈを、本研究開発Ҏલの 201� 年度からࣗ

。用してきた࠾ମにରして࣏

研究ͷత1 期間ͱํ法2ࢪ࣮
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
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�ʣ開発ςーϚ�ɿϓϥイόγーอޢΛྀͨ͠ߟηΩϡΞͳ

学शσータ・ใϓϥοトϑΥーϜのߏஙͱӡ༻

Ͳこでも͑るイϯターネッτのಛに੍ݶをか͚、

ॴと͍う報にԠ͡てηΩϡϦςΟϙϦγーをมߋし

たり、利用できるΞϓϦを੍ݶしたりするͳͲ、͞ま͟

まͳॲཧがࣗಈతに実行͞れるΈをにಋೖした

ʢਤ �ʣ。ͦれにΑり、ࢣڭอऀޢが利用をڐՄしたΞ

ϓϦのΈがը໘にදࣔ͞れ、ֶशҎ֎にを利用

できͳ͍Έがͭ͘りग़͞れた΄か、ֶश͚ͩで௨৴

を利用するঢ়گが構ஙできたことで、ඇৗに҆Ձͳྉۚ

ϓϥϯをϝーΧーがઃ͚、実ࡍにఏڙできた。ֶशऀが

ૢ作できるイϯターネッτを҆全に、҆Ձにڭҭ利用で

きるڥを構ஙした。

�ʣ開発ςーϚ�ɿςーϥーϝイυ学शΛଅਐ͢Δߴͳ

学शࢧԉγεςϜの࣮ݱ

ϚイΫϩεςッϓ・εέδϡーϦϯグ技術にΑり、ֶ

शとςετのタイϛϯグを੍ޚしͭͭ、ֶशޮ果を࿈続

ଌఆすることで、ैདྷのςετではෆՄであった実ྗ

Ϩϕルのशಘ度のਖ਼֬ͳਪఆがՄにͳる。ͦのਪఆを

用͍て、全にशಘできたと断͞れた༰（ӳ୯ޠͳ

Ͳ）をֶशからഉ除して͍͘、ݸผ࠷దԽのॲཧをՄ

にした。

�ʣ開発ςーϚ�ɿڭҭݱ場ଟ༷ͳ学शの場ͳͲͱೝ

Պ学ɺ৺ཧ学ͳͲのڀݚ開発Λ༥߹࣮ͤͨ͞ફʹͮج

͘৽ͨͳ学शϞσルのߏஙͱࣾ会のల開

1 か݄に 1ճͣͭのֶशを �か݄ܧ続（ܭ �ճֶश）

して 1か݄ޙにͦのޮ果をଌఆした合と、1に �

ճֶशを܁りฦし、1か݄ޙにͦのޮ果をଌఆした合

をൺֱしたとこΖ、લऀのํがおΑͦ �ഒֶशޮ果が

େき͍ことが໌らかにͳった。ӳ୯ޠの合、1に �

ճҎ্の෮ֶशは実ྗにӨڹしͳ͍（ੵΈ্がって͍

かͳ͍）ことも໌らかにͳって͍る。ैདྷから、ूதֶ

शにൺてֶࢄशのޮ果がେき͍と͍Θれて͍るが、

実ࡍのڭҭίϯςϯπを用͍、年Ҏ্のֶशをରに

して、ֶशճのӨڹを۩ମతにݕ౼できるΑうにͳっ

たことをҙຯしており、ͦのҙٛはେき͍と͑ߟられる

ʢਤ �ʣ。

�ʣ開発ςーϚ�ɿίンςンπ企͕ۀใ企ۀʹมΘΔϞ

σルの明͓ࣔΑͼਓࡐҭ成

実ࣾձで実ࡍに用͍られて͍るֶशίϯςϯπのバϦ

エーγϣϯ૿େをҙਤし、複のࡐڭձࣾからఏڙして

もらったֶशίϯςϯπにεέδϡーϦϯグを施しͳが

ら、ଟのֶशऀに.SS をఏڙし、ͦれͧれのֶश

༰͝とにେྔのֶशデータをऩूすることをࢦした。

ਤ �� �εέジϡーϦンά͞Εͨ৺ཧईʹରͯ͠ճ͢Δ
インターϑΣーεのྫ

ਤ �　�学ߍͱ学ߍ外Ͱωοト͕ڥΓସΘΔΤϦΞґଘॲཧΛ
࣮ͨ͠の画໘ྫ

学ߍϞーυ ࣗϞーυ

ʦΔʧϘタン

ʦϗーϜʧϘタン
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�ʣ開発ςーϚߴ�ɿ ਫ਼ڭҭϏοάσータのӡ༻Λཧ

͢ΔΈのཱ֬

খதߍߴେֶͳͲで、�000 人نの実ূ実ݧを行っ

て開発した機をূݕするΈ、おΑͼࢣڭͳͲࢦಋ

ऀがΫϥεֶߍͳͲ、ֶशऀूஂのֶशঢ়گをѲで

きるΈをઃܭした。ήーϜ要ૉを実したֶश・ϑ

ΟーυバッΫγεςϜのϞッΫを成ͤ͞、ネッτを利

用しͳ͍デϞデータをったデϞͳͲを実施した。

（1） 開発テーϚ 1 ͷධՁ
͞ま͟まͳֶशデータを、େنに取ಘ・バッΫΞッ

ϓできるετϨーδγεςϜ、おΑͼֶशデータϕーε

を 2020 年度までに構ஙし、͞らにҙࣝௐࠪを一ݩతに

実施。ॎ断データを全ͳಗ໊データとしてఏڙできる

報ϓϥッτϑΥーϜを、2022 年度までに構ஙした。

また、ֶशデータを全てճऩ・هするγεςϜを

成ͤ͞、2022 年度には、1ສ 2000 人を͑るֶशऀ

をରに.SS をఏڙ。実ࡍのӡ用にはࢸらͳかったが、

ऩू͞れるデータを͞らにूしてಗ໊Խॲཧを実施し

たデータをੜ成し、ͦのデータから必要ͳデータをநग़

本研究ͷ成果3

できる API のࢼ作൛を開発した。

基盤γεςϜの開発は΄΅ܭը௨り実施でき、ඪҎ

্の成果をୡ成できたとධՁする。

（2） 開発テーϚ 2 ͷධՁ
5 ίーυ௨৴ݪཧと͍う新たͳಛڐ技術を利用し、ϑ

ΟーυバッΫデータとϝールΞυϨεͳͲをֶश・ϑΟ

ーυバッΫγεςϜにஔかͣに、ֶशऀがݸผにϑΟー

υバッΫデータをड͚取れるΈを 2021 年度までに

構ஙするܭըであった。

5ίーυのಛڐ利用に͍ͭては権利ا業から利用の

がಘられたが、5ίーυ௨৴ݪཧがಋೖできͳかった

ため、ॳのతはेୡ成できͳかったとධՁする。

（3） 開発テーϚ 3 ͷධՁ
ֶशऀのԠをఆ؍ଌし、実ྗをਖ਼֬にଌఆして、

ͦの࣌間มಈデータからֶश͝との౸ୡ度をਖ਼֬に

ਪఆするํ法はすでに構ஙしており、ͦのํ法をϕーε

に、実ྗϨϕルにͳりֶशがもう必要ͳ͍とਪఆ͞れた

をಛఆし、ֶशରから֎して͍͘Έ（ݸผ࠷

దԽॲཧ）を本ϓϩδΣΫτでࢼ行した。

ΈをదԽの࠷ผݸ 201� 年度までにγεςϜに実

し、2020 年度は �000 人のֶशऀにରしてಋೖし

たことで、ॳのతはୡ成できたとධՁする。

（4） 開発テーϚ 4 ͷධՁ
જهࡏԱにؔする࠷新のݟを͘पするため、

จ書੶のެץ、γϯϙδϜの開࠵ͳͲを行った。ه

Աの期࣋続ੑにؔする新たͳݟと、.SS のಋೖに

Αってಘられたݟを͘पするため、2021 年 �݄

�に成果報告ձを݉ͶたϑΥーϥϜをΦϯϥイϯで開

Ճऀをಘた。ͦれらの一ൠのํʑのपࢀし、ଟ͘の࠵

をతとして書੶をग़൛した。ϑΥーϥϜࢀՃͳͲを

きっか͚にして、.SS のಋೖґཔが 2021 年度に݅

૿͑て、ॳのతはୡ成できたとධՁする。

（5） 開発テーϚ 5 ͷධՁ
のϩイϠϦςΟのビδネεϞデルから、報サーࡏݱ

ビεをఏڙするا業にੜまれมΘれることをϞデルとし

てࣔすため、2020 年度にはا業からఏ͞ڙれるίϯς

ϯπを用͍、新ܕ Fϥーχϯグを開࢝するܭըで、ఏڙ

͞れるίϯςϯπをってεέδϡーϦϯグを開࢝した

が、ͦれを活用した実ূ実ݧはできͳかった。

条件の違いは、まとめて 1 日で 7 回
学習するのか、7 か月にわたり 1 日 1
回ずつ合計 7 回学習するのかの違い
となっている。この実験では学習と
測定（テスト）の区別はなく、どの
くらい記憶できているかの自己評定
値（その時点の初回値）を測定結果
としている。

測定

測定

ਤ ܭ�　� � ճの学शΛ �日ͰऴΘΒͤͨ場߹ͱ �͔月ʹͤ͞ࢄ
場߹ʹ͓͚Δɺ学शの �͔月ޙʹଌఆ͞Εͨ成のൺֱ
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
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一ํ、ίϯςϯπا業ではͳ͘、ࢲ立ֶߍにお͍てֶ

शγεςϜのվྑをಠࣗݯࡒで実施し、খֶߍֶ年

のルビがදࣔ͞れるֶशγεςϜを開発。2021͚ 年

度からͦのγεςϜをった.SS をఏڙして͍る΄か、

2022 年度にはެ立のখֶߍでのγεςϜ利用が࢝まっ

ており、తはおおΉͶୡ成できたとධՁする。

（6） 開発テーϚ 6 ͷධՁ
ऩू͞れるߴਫ਼度ڭҭビッグデータの利用にΑってੜ

Έग़͞れるϝϦッτを、ڭҭサービεͳͲにؐݩする

Έとして、サービεをఏڙするϕϯνϟーを 2020 年

度にઃ立し、データ利用にؔするεςーΫϗルμーが໌

֬にͳると͑ߟる研究開発のޙ（2021 年度）に、デ

ータ利用のルール੍ͳͲをݕ౼する৫ઃ立の४උ

৫を立্ͪ͛るܭըであった。ϕϯνϟーはઃ立にࢸ

らͳかったが、データのڞ༗にؔしては、ॳఆして

͍たҎ্の՝にͮ͘ؾことができ、データのཧ・ӡ

用を୲う৫のありํのݕ౼に༗ӹͳ報がಘられた。

ϕϯνϟーઃ立ࣗମは༰қであるが、ॳఆして͍ͳ

かったデータ活用の੍ͳͲをྀߟして৻ॏにઃ立して

͍͘必要があることは間ҧ͍ͳ͘、データのཧ・ӡ用

のありํをਂ͘ݕ౼できたで、ॏ要ͳ一าを౿Έग़し

たとධՁする。

本研究開発では、「ネッτ利用を੍ޚできる҆全ͳ

ΞϓϦの開発」、「ήーϜ要ૉの実」、「ݸผ࠷దԽॲ

ཧとқ度ௐにΑるֶशޮの্」、「一ൠ͚の

報、成果報告ձ（ϑΥーϥϜ）の実施にΑるࣾձ実

のਪਐ」ͳͲを௨͡て、201� 年度には、第 1� ճ本

F�-FBSOJOH େ「จ部Պֶେਉ」をडした。2021

年度の࣌で、 1ສ 2000 人のֶशऀに.SS をఏ

。したݱҭビッグデータのूを実ڭਫ਼度ߴ、しڙ

AI データサイエϯεにରして、本研究開発おΑͼ

これまでに実ݱしてきた F�MFBSOJOH ϓϥッτϑΥーϜは

େきͳϝϦッτをఏڙすることにͳる。(A'A（(PPHMF、

ANB[PO、'BDFCPPL、AQQMF）にද͞れるا業が、ੈ

քの I$5をݗҾして͍るྗのݯઘは、ͦ れͧれのا業が、

一ൠݸ人にେきͳϝϦッτをఏڙできるサービεを࣋っ

て͍ることにあるʢਤ �ʣ。ಛに、21ੈلにೖってܹٸ

にੑを্͛た AI 技術は、人間とಉ༷、͞ま͟まͳ

報をֶश（ݧܦ）することにΑって成して͍͘ݪཧに

ैって͍る。すͳΘͪ、ֶश（ݧܦ）ͤ͞るデータがͳ

͚れ AI はͭ͘れͳ͍。本ϓϩδΣΫτでऩू͞れた

େͳॎ断తデータをੳすることで、ֶश法ࢦಋ法

にؔΘる新し͍ݟはଟ手にೖると͑ߟられる。

手にೖれられた成果、ͦしてすでにੵ͞れて、ޙࠓ

͍るେྔのߴਫ਼度ڭҭビッグデータのղੳ݁果を発දし

て͍͘ことで、ࣾձ実は͞らにେき͘がると͑ߟて

͍る。一ํで、ऩू͞れるデータはݸʑのֶशऀのੜ活

に݁しており、ݸ人がಛఆ͞れるੑݥةも͘ߴ、デー

タ活用にΑる新たͳ֨ࠩをੜΈग़すՄੑがある。

データをڞ༗するΈデータのཧํ法、ڞ༗ルー

ル、ؔ࿈するڭҭデータのڞ༗ルールͳͲ、ݕ౼しͳ͚

れͳらͳ͍ことがଟあることもࢦఠしておきた͍。

·ͱΊͱޙࠓͷల4

Google 一般個人

Google 日本のデータサイエンス

企業・
大学等 一般個人

ਤ �　Ұൠݸਓ͕ඞཁͱ͢ΔαーϏε͕ͳ͚Ε行ಈσータऩ集Ͱ͖ͳ͍
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˔հޢαーϏεのόϦϡーνΣーンʹ͓͚Δɺ"* ར׆༻のػ会ʹؔΘΔঢ়گɺ͓ΑͼベωϑΟοトΛ
ཧ͠ɺ"* ٕज़͕հޢʹ͓͍ͯ受͚ೖΕΒΕΔͨΊのײతج൫のߏஙΛͯ͠ࢦʮՊ学తհޢʯ
Ϟσルの෦తͳਂԽΛ行ͬͨɻ

༧ଌྻܥ࣌ʮͨ͠༺׆ೝఆใͳͲΛޢϨηϓトɺհޢ体͕༗͢Δհ࣏ொଜͳͲのࣗࢢ˔ "*ʯʹΑΔ
কདྷのཁհޢͳͲʹؔ͢Δ༧ଌϞσルΛ開発ͨ͠ɻ

˔国内֤ϝσΟΞʹ͓͚Δڀݚ・開発成果ʹؔΘΔࣄهのܝ載ɺ開発ͨ͠༧ଌϞσルのւ外จϓϥο
トϑΥーϜのߘͳͲɺ国内外ੵۃతʹ普及׆ಈΛ行ͬͨɻ

会ࣾΤΫαΟβーζɺ国ཱେ学法ਓ੩Ԭେ学ࣜג

ೝͷ本人ͱՈͷࢹをॏ͢ࢹΔϚルチ
ϞーμルͳώューϚン・インタラクション技術
ʹΑΔࣗ立共ੜࢧԉ AI ͷ研究開発ͱ社会࣮

"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ

ۙ年のྸߴԽのਐలにうࣾձอোඅの૿େを੍す

るためにも、հྖޢҬにお͚る AI 利活用のॏ要ੑがߴ

まって͍る。AI を利活用したհޢサービε・ιϦϡー

γϣϯをఏڙするࣄ業ऀは૿Ճして͍るが、「・ࣗ

AI」、「施ઃޢපӃ・հ」、「ମ࣏ ڠ業・研究機ؔ」のا

ಇをτッϓμϯでࢧԉするΞϓϩーνはまͩेでは

ͳ͍。本研究開発では、ҩྍ・հޢにؔΘるビッグデー

タを AI とΈ合Θͤ、認のある人のࣗ立をࢧԉす

るため、「・࣏ࣗମ」、「පӃ・հޢ施ઃ」、「AI ・業ا

研究機ؔ」、「認の人をத৺とした本人・Ո・հऀޢ」

のڠಇにΑる成ޭྫࣄをग़した。͞らに、ͦの成果を

ΦーϓϯԽ・ԣల開することで、ࣾձγεςϜ全ମで認

ऀࣄの2O-্とࣾձอোඅのݮをࢦした。

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 ʙ 2020 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
�ʣج൫ܥのςーϚ

「ઓུ基盤」に͍ͭては、2018 年度にհޢサービε

のバϦϡーνΣーϯ（ະපʙέΞʙ取り）にお͚る

AI の利活用をཧした。ͦの݁果、バϦϡーνΣーϯ

ԣ断での取りΈ、おΑͼώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣ

ϯの AI Խに͍ͭては、ेݕ౼͞れて͍ͳ͍ঢ়گであ

った。ͦこで、「・࣏ࣗମ」、「පӃ・հޢ施ઃ」、「AI

し、エビデϯεに基ͮ͘ྗڠ・ܞ業・研究機ؔ」が࿈ا

Պֶతհޢをհऀޢにఏڙすることを実ݱするํੑを

ఆめたʢਤ �ʣ。201� 年度は、AI 技術がհޢでड

͚ೖれられるײత基盤の構ஙをࢦし、「จ຺ಠ立」、

「จ຺ґଘ」の֓೦のέΞྖҬのԠ用をࢦとして「Պ

ֶతհޢ」Ϟデルの部తͳਂԽを行った。

「データ基盤」に͍ͭては、2018年度に基ૅ࣏ࣗମˎ�

と実ূ実ݧの実施に͚てҙަݟ・ަবを開࢝した

が、「কདྷのհޢにお͚る AI の活用ଅਐにあたり、

AI 技術の開発に͚たデータのूੵがԿΑりもॏ要で

ある」とのがଟかったため、「հޢにؔするデータ活用」

のઌਐతྫࣄの構ஙを௨͡た、国のհޢデータ基盤

උにؔΘる機ӡৢ成をࢦすことにした。201� 年度は

ਆಸݝԼの࣏ࣗମと࿈ܞし、࣏֘ࣗମがͭ࣋実ࡍの

հޢϨηϓτデータͳͲを活用し、কདྷの要հޢ度にؔ

研究ͷత1

期間ͱํ法2ࢪ࣮
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Θる༧ଌϞデルを開発して༧ଌを実施した。

「ධՁ基盤」に͍ͭては、「֤取りΈが人のମతに

༩͑るޮ果」「֤取りΈの実施がもたらすࡁܦతͳ

イϯύΫτ」ͳͲをΑりՊֶతͳݟから໌֬にするこ

とで、Պֶతにޮ果が実ূ͞れたհޢ手法Ξϓϩーν

の実ݱが必要であると͍うࢹに立ͪ、ؔऀ・༗ࣝऀ

とのҙަݟをਂめた。ͦのதで、取りΈޮ果のධՁ

ߴ、ඪの一ͭ「า༰」にணすることがଥと断しࢦ

ྸऀの҆৺・҆全ͳ「า行」をࢧԉするา༰ղੳ AI の

開発をܾఆした。201�年度はհࣄޢ業ऀͳͲと࿈ܞし、

հޢサービεのݱにお͍て実ࡍにऀྸߴのา༰をධՁ

して͍る、ཧֶྍཆ࢜༗ࣝऀがमする「า༰ղੳ

AI（技術）」を開発した。

「੍度基盤」に͍ͭて、2018 年度おΑͼ 201� 年度は、

おΑͼ利活用にؔΘるੈքతޢ人の報・データのอݸ

ͳ੍نのࡦఆ・施行がਐめられるத、ੈք基४の一ͭで

ある (DP3（(FOFSBM�DBUB�PSPUFDUJPO�3FHVMBUJPOɿ一ൠ

データอنޢଇ）にお͍て、「（ݸ人報がؚまれうる）

ಈը報のڞ༗」ͳͲを行うࡍに֬認・ҙすき߲ࣄ

をཧした。また、201� 年度にお͍ては、ޙࠓの本

のհޢにお͍て、͞らͳる AI 技術の開発・活用に

ॏ要ͳׂを果たすことがఆ͞れる、データϕーεに

ؔΘるݕ౼おΑͼώΞϦϯグを実施。ͦの݁果、հࣄޢ

業ऀͳͲのέΞݱのώΞϦϯグを௨͡て、「֘デ

ータϕーεのೖྗにؔΘるෛ୲が੍度తͳٛ務として

հࣄޢ業ऀに՝͞れること」ݒ೦のを্͛るࣄ業ऀ

がগͳ͘ͳかった。

�ʣ࣮ のςーϚܥূ

「実ূ実ݧにؔΘるϓϥッτϑΥーϜのׂఆٛ・実

」に͍ͭては、2020 年 11 ݄に੩ԬେֶとΈΜͳの

認報ֶձがੴݝՃլࢢと࿈ڠܞఆをక݁し、ࣗ

Μͩࣾձ実ମ੍を構ஙした。੩Ԭେֶはࠐきרମを࣏

「研究開発機ؔ」として、έΞ報ֶ研究ॴをओମに AI

γεςϜとデータ基盤技術を開発。ΈΜͳの認報

ֶձは「ࣾձ実ମ」として、࣏ࣗମ・施ઃͳͲをؚ

Ή�0のࢍॿձһと「ΈΜͳの認ݟ立てक़」の開࠵・

ධՁͳͲを୲。Ճլࢢに実ݧをఏ͍ڙたͩき、࣋続

తにデータをੵするΈの開発とࣾձ実ݧをਪਐす

る「ࣾձ実ݧのڌ」として͍ྗڠた͍ͩた。

「本人ࢧԉ AI にؔΘる開発・実ূ」に͍ͭては、認

にؔΘる人たͪが認ऀࣄのঢ়ଶをదにධՁす

るため、「ݟ立て」「έΞ」ྗをֶるϓϩグϥϜ「Έ

Μͳの認ݟ立てक़」を開発・実ફした。Αりଟ͘の

人に、ܧ続తに҆ఆしてֶるڥをఏڙするため、Φ

ϯϥイϯڠௐֶशγεςϜを開発した。γεςϜを実ફ

することで、έΞののલにࠜ本తݪҼのվળに͚

てదͳҩྍにͭͳ͛られるڥを構ஙすることをࢦ

した。

「հࢧऀޢԉ AI にؔΘる開発・実ূ」に͍ͭて、「ͤ

Μໝ」は、ಥવ発ੜしてมಈするਫ਼ਆ機ো害であり、

認のঢ়をؚ༗するが、௨ৗはదͳྍ࣏とέΞに

Αりճ෮Մである。しかし、一ൠࢢຽはͤΜໝにؔす

るࣝがͳ͍ため、ͤΜໝの断のために必要とͳる

報をదにҩࢣにఏڙできͣ、認とޡ͞れる合

2025年の社会保障介護費
約20兆円を10％削減

各国の社会保障費の削減

「介護×AI」モデルの海外進出
・高齢社会における日本発ベンチャー企業
を多く創出することで、世界における介護
市場をリードできるポジションを獲得

介護VC横断でのサービスが集まる
プラットフォームの構築
・サービス提供各社の、予防から終末期まで
を広くカバーするコンテンツが集まる介
護のソーシャルネットワーク一大プラッ
トフォームを形成

ヒューマン・インタラクションの
形式知化
・エビデンスに基づいた見立て～ケアにお
ける暗黙知を形式知化することで、国内の
ケアスキルを底上げ

予防 医療

他研究

介護者

AIカメラ搭載介護
ソーシャルネットワーク

基盤DB

AIカメラ搭載介護
ソーシャルネットワーク

基盤DB
（介護者／被介護者情報）

…予防コミュニ
ケーション 医療 …

ਤ �　�ઓུの方ੑ

ˎ� 国の行政区画の中で最小の単位で、ट長や地方議会などの自治制度がある自治体。
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がある。また、認ऀのҎ্に、ͤΜໝの合ซが

Έられることが報告͞れて͍るが、ͤΜໝを #PSD（行

ಈ・৺ཧঢ়）とצҧ͍してվળできͳ͍とࠐ͍ࢥΈ、

์ஔ͞れて͍ることがある。こうしたをղܾにͭͳ

͛るεΫϦーχϯグγεςϜを開発した。

「ネッτϫーΫ構ม༰・ࣾձม༰（AI 利活用ίϛϡ

χςΟ）にؔΘる実ূ」に͍ͭて、ଞऀࣾձूஂにΑ

ってݸ人にԡし͚られた、ネΨςΟϒͳϨッςルとఆ

ٛ͞れる「εςΟグϚ」は、ऀࣄҎ֎にՈࣾձの

行ಈにもӨڹを༩͑る。一ํで、認にͳると「Կも

できͳ͘ͳる」と͍うܾめ͚ͭは、認のํのࣗଚ৺

をԼͤ͞、ੜきるྗをୣってしまう。このΑうͳࣾձ

త構をม͑るためにも、認のํにରするεςΟグ

Ϛのղফをࢦし、8FC ࢴഔମࢽࡶͳͲのίϯςϯ

π開発を行͍、ΫϩεϝデΟΞの活用にΑってεςΟグ

ϚのղফՈ・ࣾձの行ಈม༰にͭͳ͛ることをత

とした。

（1） 基盤ܥͷテーϚʹ関ΘΔ成果
「ઓུ基盤」に͍ͭては、201� 年度までにཧ͞れ

たઓུత߲ࣄをੵۃతにपී2020、ͤ͞ٴ 年度は国

での࣏・行おΑͼհޢͳͲの֤にお͚るओମ

の認をߴめることをඪとして͛ܝ、おおΉͶୡ成し

た。ްੜ࿑ಇলのؔ࿈部ہとのҙަݟをは͡め、

༩ౘのؔ࿈部ձ・ձٞでの発ද、本ࡁܦ新ฉͳͲの

ϝデΟΞにお͚る研究・開発成果にؔΘるࣄهのࡌܝͳ

Ͳが実ݱした。本開発研究の全ମを௨͡て、հޢで

の AI 技術の利活用にؔΘる機ձの全ମ૾をཧした্

で、国࿈ܞ・ׂ୲のありํもཧし、本での「հ

Ҭにお͚るྖޢ AI を利活用した՝ղܾのଅਐのํ

ੑ」を໌らかにすると͍うॳඪにରして、おおΉͶ

ୡ成できたものと͑ߟられる。

「データ基盤」に͍ͭては、201� 年度Αりௐを行

って͍た I をಘて、2020ྗڠのࢢ 年度にকདྷの要հޢ

度、հޢඅおΑͼҩྍඅ༧ଌをؚめた༧ଌϞデルを開発

した。֘༧ଌϞデルは、֤࣏ࣗମのকདྷのࣾձอোඅ

のΑりਖ਼֬ͳ༧ଌにେ͍にࢿするものであり、ޙࠓの実

の期もؚめ、I ମからେ࣏をは͡めとした֤ࣗࢢ

きͳؔ৺がͤدられた。また、֘༧ଌϞデルをओͳς

ーϚとしたจのදজ、ւ֎のจϓϥッτϑΥーϜ

のߘおΑͼडཧͳͲ、開発成果の国֎のप・ී

、に͍ͭてもେきͳલਐがあった。本研究全ମを௨͡てٴ

「հྖޢҬにお͚る国のデータを活用した AI ༧ଌϞデ

ルの開発おΑͼීٴ」に一ఆの成果をୡ成できた。Ճ͑

て、ޙࠓのհྖޢҬにお͚るデータඋ・活用のਪਐに

あたり「データを活用した AI 技術がհྖޢҬにもたら

すϕネϑΟッτ」の一をࣔすことができ、「հྖޢҬ

にお͚るデータ利活用のଅਐに͚た基盤」の構ஙにͭ

͍ても、一ఆఔ度ୡ成できたと͑ߟる。

「ධՁ基盤」に͍ͭては、201� 年度にお͍て「֤取

りΈが人のମに༩͑るӨڹ」ͳͲのՄࢹԽを実ݱす

るา༰ղੳ AI を開発し、2020 年度にお͍ては「֤取

りΈの実施がもたらすࡁܦతͳイϯύΫτ」のޮ果ݕ

ূ・ධՁのための基盤උをਐめるため、「認ྖҬ

にお͚るҩՊֶతエビデϯε」、「ֶࡁܦతͳࢹ」を

౿ま͑たϩδッΫϞデルをݕ౼・ઃܭ。認ऀྸߴの

#PSD（認の行ಈ・৺ཧঢ়ଶ）చݮϞデルでは、ઐ

৬にݶఆͤͣՈհऀޢをもରとし、ϢϚχνϡー

υˎߨ�शձにΑり期できる認ऀྸߴの #PSD ༧

 AD- վળにΑるՈհऀޢのෛ୲ܰ2、ݮO- ্

にΑるޮࡁܦ果をࣔした。ੜ活機ҡ࣋Ϟデルでは、ੜ

活機をҡ࣋するӡಈ機্ϓϩグϥϜにΑるޮࡁܦ

果をࣔした。

（2） ࣮ ͷテーϚʹ関ΘΔ成果ܥূ
「実ূ実ݧにؔΘるϓϥッτϑΥーϜのׂఆٛ・実

」に͍ͭては、2020 年度に「AI をったॅຽの݈߁

णをࢧԉするまͪͮ͘り」に͚、ϑϨイルˎ�༧

に͚たエビデϯεに基ͮ͘հೖఏҊ、認έΞの

্のためのࢢຽ͚・ઐ৬ֶ͚शϓϩグϥϜの研究

開発と実ફ、おΑͼ݈૿߁ਐ・հޢ༧に͚た৺݈

ମܞମ࿈࣏ࣗ、データのੳと利活用ͳͲに取りΉ߁

੍を構ங。「ΈΜͳの認ݟ立てक़」をՃլࢢにて �

ճ実施し、ֶशঢ়گのデータをੵしたʢਤ �ʣ。

「本人ࢧԉ AI にؔΘる開発・実ূ」に͍ͭては、ઃܭ

したࣄ業Ϟデルに基ͮき、ଟ༷ͳҬ・ϑΟールυでఏ

ҊγεςϜをల開することで、έΞののલにࠜ本త

本研究ͷ成果3

ˎ� 人間らしさを取りすこと。

ˎ� 健康な状態と要介護状態の中間に位置し、身体的機能や認知機能の下が見られる状態。
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を構ڥてదͳҩྍにͭͳ͛られる͚Ҽվળにݪ

ஙできるݟ௨しをಘた。2020 年度までに、全国 1�

Ҭ 1� ϓϩグϥϜにて、Φϯϥイϯ �8 ճをؚΉԆ

10� ճ開࠵し、��� ໊がࢀՃ。Ԇ �1� ऀߨ間のड࣌

のֶश໘のө૾データをऩし、ֶशऀのݟ立てεΩ

ル্のޮ果、おΑͼֶशऀの属ੑのҧ͍にΑるม༰ύ

ターϯのҧ͍ͳͲのݟを֫ಘした。

「հࢧऀޢԉ AI にؔΘる開発・実ূ」に͍ͭては、վ

ળՄ認のεΫϦーχϯグγεςϜ開発にؔして、

հޢ৬はޮతにೖྗできるΈが必要ͩが、Ոは

ೖྗすることでֶशにͭͳがることがҙݟとしてڍが

り、γεςϜの༗用ੑがࣔ͞れた。ੜ活ڥデβイϯγ

εςϜのϓϩτタイϓ構ஙにؔしては、データのՄࢹԽ

機のॆ実ԽがޙࠓのΞηεϝϯτهの࣭の্に

。られる͑ߟするとݙߩ

「ネッτϫーΫ構ม༰・ࣾձม༰（AI 利活用ίϛϡ

χςΟ）にؔΘる実ূ」に͍ͭては、本開発研究にΑっ

て、認にରするネΨςΟϒͳ৺ཧࣾձతঢ়ଶの؇・

վળに͚た、認Ϧςϥγーม༰ଅਐのݟをಘた。

͞らに、国ڝࡍ૪ྗをͭͭͪ࣋ւ֎ஂମとの࿈ܞを実ݱ

するために、ւ֎ஂମのྫࣄߟࢀڝ合Մੑ、࿈ܞに

。をཧした੍نてղܾすき՝・法͚

（3） AI 技術ͷ開発ʹ関ΘΔ成果
�ʣকདྷのཁհޢͳͲʹؔΘΔ༧ଌϞσルの開発

�ʢσータج൫ؔ࿈ʣ

とࢢח I をಘて、�年からྗڠからࢢ �年ޙのݸ

人Ϩϕルでの要հޢ度を༧ଌするϞデルの作成、ক

དྷの要հޢ度ผ認ఆ人の༧ଌͳͲを実施。ͦの݁果、

2018 年度の要հޢ度༧ଌϞデル開発にお͍ては、ैདྷ

までの一ఆのूஂのಛに基͍ͮた༧ଌではͳ͘、ݸʑ

人のಛに基͍ͮた༧ଌを行うことに成ޭした。

�ʣา容ղੳ"*ʢධՁج൫ؔ࿈ʣ

ಛผͳηϯγϯグデバイεを用͍ͣ、εϚーτϑΥϯ

のΧϝϥ機ͳͲの活用のΈにΑって、ཧֶྍ法࢜తͳ

する、ಈըղੳのΞݱからのา༰のղੳධՁを実؍

ルΰϦζϜ・า༰ղੳ AI を開発した。2020 年度のਆ

業にお͍て、本า༰ղੳࣄとの実ূࢢࡖࢢށ AI を活

用したྫࣄが開発でき、本ࣄ業のతである開発技術の

ࣾձ実に͍ͭて֬たる実がͤた。

基盤ܥのςーϚにؔしては、ޙࠓもࡦఆ͞れた国֎

でのઓུの実ݱをਪਐして͍͘。また、本研究で開発͞

れた༧ଌϞデルは֤࣏ࣗମから͍ؔߴ৺がͤدられてお

り、ޙࠓも֤࣏ࣗମͳͲでの活用ଅਐをਤって͍͘。͞

らに、新たͳ機֦ுをՃ͑たา༰ղੳ AI を活用した

ビδネεサービεのӡӦ͚ͩでͳ͘、֘ AI 技術ϩ

δッΫϞデルͳͲを活用した成果࿈ಈܕຽ間委託ܖ、

おΑͼຽ間からの֎部ۚࢿௐୡをう成果࿈ಈܕຽ間委

託ܖの実をݺͼか͚る。

実ূܥのςーϚにؔしては、ޙࠓはҬίϛϡχς

Ο͝とにΧεタϚイζしたϓϩグϥϜઃܭと実ূධՁを

ਐめ、࿈ܞઌا業の発۷ͳͲ実ূධՁに͚たํࡦをݕ

౼する༧ఆͩ。

·ͱΊͱޙࠓͷల4

認知症を学ぶ環境 2016-2020 ケース・教材を蓄積する
仕掛け

個人の学習状況を
評価する技術

神谷、ほか：医学的知識を持つ介護従事者育成の
ための認知症見立て遠隔講義システムの開発、
デジタルプラクティス、Vol.11(1)、pp.154-172
(2020)．

見立て知識表現モデルに
基づくケースの解釈、コ
ンテンツ構造のモデル化

ਤ �　ΈΜͳのೝཱͯݟक़ʹ͓͚Δڀݚ開発のٕज़֓ཁ
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˔ҬแׅέΞݱ場ʹ͓͚Δ *CT インϑϥΛ׆༻͠ɺ֤छΣΞϥϒル *PTɺҩྍثػ・ثػࢱのσー
タΛ࿈ܞ・ऩ集ͯ͠ϞχタϦンά "* ͱԕִҩྍ "* のڀݚ開発Λ行ͬͨɻ

˔ΦーϓンͳϓϥοトϑΥーϜΛߏங͠ɺຫੑతͳਓखෆͰ͋Δհݱޢ・ޢ場Λ࠷৽のհޢ "*ɺҩ
ྍ "* ઐҩʹΑΔԕִྍ͕ࢧԉ͢Δج൫Λ開発ͨ͠ɻ

˔4*P ίンιーγΞϜؒɺলのެతڀݚ開発ۀࣄɺຽؒओಋのڀݚ開発ͳͲͱ࿈͠ܞɺ৽ͨͳڀݚ開発・
ࣾ会࣮Λਪਐͯ͠հݱޢ場のࣾ会՝ղܾʹͭͳ͛ͨɻ

会ҩՊେ学ɺܙ࣊ژେ学౦ܙ࣊法ਓߍ会ࣾΞルϜɺ学ࣜג
日ຊςΫトγεςϜζࣜג会ࣾɺσータηΫγϣンࣜג会ࣾ

ԕִ医療AI͕࿈ܞした
日本式ICTҬแׅケアϞデルͷ研究開発

"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ

ઐҩྍ・ޢ・ޢઌのհ࠷ I$5 ࿈ܞ AI の本ࣜ

ϞデルにΑってհݱޢのෛ୲ܰݮにͭͳ͛るために、

ҬแׅέΞݱにお͚る I$5 イϯϑϥを活用し、֤

छΣΞϥϒル IP5、ҩྍ機ثのデータを࿈ܞ・ऩूし、

ϞχタϦϯグ AI とԕִҩྍ AI の研究開発を行ったʢਤ

̍ʣ。հࢣޢ・࢜ޢがܞଳする業務用εϚーτデバイ

εを௨͡て業務ࢧԉを行うとともに、ຫੑతͳ人手ෆ

であるհݱޢ・ޢの業務データから、ਃしૹりͳͲ

のタイϜϦーͳͮؾきデータを活用し、ώϡーϚϯ・イ

ϯタϥΫγϣϯ AI 開発にΑるੜ産ੑ্とҩྍのڮ

しにΑるߴ度Խを実ݱした。

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 年度ʙ 2022 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
�ʣεタンυΞϩーンͰར༻͞ΕΔҩྍثػのωοト

ϫーΫԽのڀݚ開発ʢ���� 年ʙ���� 年ۀࣄʣ

、の༰ଶをѲするためにऀױにお͚るޢ・施ઃհࡏ

ΞルϜのҬแׅέΞਪਐγεςϜ「5FBN」を基盤に、

ҩྍ・ޢ・հऀࣄैޢがϓϥッτϑΥーϜを௨͡て、

ϦΞルタイϜに要հऀޢをϞχタϦϯグするための機

開発を行った。հޢにお͚るΦーϓϯϓϥッτϑΥ

ーϜとして、লϓϩδΣΫτҩྍ機ث、ࢱ機ث、

AI 技術とネッτϫーΫをհして࿈ܞした。

�ʣױ࣬ظੑٸΛݕ͢ΔϞχタϦンά"* のڀݚ開発

ʢ���� 年ʙ���� 年ۀࣄʣ

ਂֶशϞデルを用し、12 ༠ಋ৺ిਤおΑͼϗル

ター৺ిਤのಛఆ࣬ݕױのためのΞルΰϦζϜを開発

した。ಛఆ࣬ױとしては、ଔதのؔ࿈がେき͍৺

ਫ਼度ݕ、ಈと期֎ऩॖをબしࡉ ��ˋҎ্をୡ成す

ることをࢦした。ΞルΰϦζϜは、ΞϓϦέーγϣϯ

Խと、基盤とͳるհޢϓϥッτϑΥーϜである 5FBNと

࿈ܞՄͳ機を実した。ΞϓϦέーγϣϯは、ݱ

に機ثをఏڙし、ҩྍ機ثとして開発するにあたっての

データを取ಘした。

研究ͷత1

期間ͱํ法2ࢪ࣮
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
ԕִҩྍ"*͕࿈ͨ͠ܞ日ຊࣜ*CTҬแׅέΞϞσルのڀݚ開発

�ʣຫੑױ࣬ظのॏԽ༧εΫϦーχンάのཁհޢ

者ೝαϙート"* のڀݚ開発ʢ���� 年ʙ����

年ۀࣄʣ

全ମの 2�� をめる認をఄす要հऀޢにରして、

ॏԽ༧（հޢのෛ୲ܰݮ）をతとした認サϙ

ーτ AI を開発した。認はదͳ断がし͍ྫも

あり、దではͳ͍断ༀ͞れるέーεも報告͞れ

て͍ることから、؍٬తデータとͳる.3I ը૾とਆܦ

৺ཧࠪݕの݁果をって、ҩࢣの認断のิॿとͳ

るΞτϓッτのఏࣔ機の開発をࢦした。開発に

あたり՝とͳる、.3I のࠩޡ૾ࡱをٵऩする AI Ξル

ΰϦζϜ機も開発しࡌした。ࣾձ実に͚ては、

69をॏࢹし、ҩྍ機ؔでώΞϦϯグした༰を製の

6I、ΞτϓッτおΑͼΞルΰϦζϜにөした。

�ʣଟ৬छ࿈ܞʹ͓͚Δհޢ者αϙート"* のڀݚ開発

ʢ���� 年ʙ���� 年ۀࣄʣ

հऀޢサϙーτ AI では、ʑੵ͞れるਃしૹりࣄ

߲おΑͼೖྗ͞れるهࢴデータ、ࣔࢦ報からసϦ

εΫおΑͼϙϦϑΝーϚγーのϦεΫをݕग़してհऀޢ

にらͤるため、ࣗવޠݴղੳを行った。また、Ϟχタ

Ϧϯグ AI からग़ྗ͞れるΞϥーτ認サϙーτ AI

からग़ྗ͞れるϨϙーτをड͚取り、5FBNを利用する

հ࢜ޢࢣޢのイϯターϑΣーε機を開発し、実

した。Ճ͑て、༗ࣝऀձٞおΑͼল࿈ܞにԠ͡て、認

のॏԽධՁにͭͳがる #PSD（行ಈ・৺ཧঢ়）

のೖྗ・ϑΟーυバッΫイϯターϑΣーεを開発し、հ

がࢣҩ・ऀޢ #PSD のείΞϦϯグをࢀরできるΑうに

し、製൛のఏڙを開࢝した。

�ʣインタϥΫγϣンࢦඪղੳϓϥοトϑΥーϜのڀݚ

開発ʢ���� 年ʙ���� 年ۀࣄʣ

ϞχタϦϯグ AI、認サϙーτ AI、հऀޢサϙー

τ AI のイϯϓッτをもとに、イϯタϥΫγϣϯܥҩ

をཧするϞデルを構ஙඪのؔࢦܥࡁܦおΑͼ、ܥֶ

した。Ϟデルの構ஙにあたっては、հޢにお͍てॏ

要とͳるࢦඪに͍ͭて、ΞϯέーτおΑͼώΞϦϯグを

行った。հݪޢҼの্Ґとͳる、ଔத、認、ંࠎ

に͍ͭては、本研究で開発したιϦϡーγϣϯがհޢෛ

୲ܰݮとඅ用に༩͑るӨڹに͍ͭてݕ౼するためのγφ

ϦΦを作成し、ϞデルԽした。また、հ࢜ޢのత

ͳ業務ෛՙ、おΑͼਫ਼ਆతෛ୲をܰݮする手ஈとして、

ʑのհޢ業務で発ੜするհهޢࢴ利用ऀのঢ়ଶを

、༗するਃしૹりͳͲのデータ（業務データ）ڞでऀؔ

おΑͼ機ثのネッτϫーΫԽにΑり新し͘հޢデータと

࿈ܞするҩྍ機ثͳͲからのデータҩྍデータを活用

し、ݱにとって必要ͳ研मͳͲのମ੍がって͍ͳ͍

部、հ࢜ޢが業務で࿈ܞするҩࢣޢ・ࢣͳͲとの

ίϛϡχέーγϣϯのうͪ、վળの༨がある部はԁ

。した౼ݕԉするためにࢧͳίϛϡχέーγϣϯを

�ʣ4*P ίンιーγΞϜؒの࿈ڀݚܞ開発ʢ���� 年ʙ

���� 年ۀࣄʣ

SIP として研究開発がਐめられて͍る、΄かのίϯι

ーγΞϜの成果と࿈ܞした。࿈ܞにあたっては、հޢ

用͞れて͍るιϦϡにࡍγεςϜとして実װで基ݱ

ਤ のతڀݚ　�

1

脳ଔ中の再発により
認知症の重症化が加速

課題：要介護者モニタリングは世界にない

脳ଔ中再発（要介護原因24ˋ） 診（認知症専門医531人が3500ޡ
人のޡ診を報告）再発 再発

加速 加速 認知症の診断は非常に難しい
診による認知症の進行ޡ
薬ࡎの෭作用によるADL下

課題：適切な処方につながる診断方法がない

ᶄ
ᶅ

ᶃ

日本式AI地域包括ケアプラットフォームを開発し、
主として認知症にアプローチ

地域包括ケア現場におけるICTインフラを活用し、各種ウェアラブルIoT、医療機器のデータを
連携・収集。モニタリングAIと遠隔医療AIの研究開発を行った
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ーγϣϯである 5FBNの実をྀߟし、データのड৴と

ఏڙの྆ํの機をఏڙした。

�ʣհޢΫϥεターײછ"* のڀݚ開発ʢ���� 年ۀࣄʣ

հޢ施ઃでは、新ܕίϩφイルεײછのΫϥεタ

ーが発ੜし、ʑのέΞを行うհ࢜ޢのの΄か、ײ

છした要հऀޢのൖૹઌҩྍ機ؔがͭݟからͳ͍ͳͲ、

հޢ施ઃにお͚るΫϥεターはॏେͳڴҖとͳって͍

る。P)3（PFSTPOBM�)FBMUI�3FDPSE）ΞϓϦをհしてհ

する৬һにରして、ʑのとバイタルࣄ施ઃにैޢ

のϞχタϦϯグを行͍、新ܕίϩφイルεײછのΫ

ϥεター発ੜとॏԽ༧ଌにؔしてଟมྔղੳを行っ

た。

�ʣԻʹΑΔ.C* εΫϦーχンά"* のڀݚ開発ʢ����

年ʙ���� 年ۀࣄʣ

ૣ期に.$I（ܰ度認ো害）を発ݟするため、ଟ

ͳհݱޢのεタッϑにΑるࠪݕ実施もՄͳ、Իに

Αる.$I εΫϦーχϯグ AI を開発した。εϚϗͳͲか

らԻでਆܦ৺ཧࠪݕ՝（ઃ）をఏࣔし、डऀݕが

ԻでճしたものをςΩετมし、AI がで

ผする。εϚϗΞϓϦి（ࣗಈԻ）での実施にも

Ԡ用することで、ର໘ඇର໘（ԕִ、無人）でのӡ用

もՄとする。.$I のఆҎ֎に、݈ৗ、認の

ผ機も࣋たͤた。

�ʣ"* Λ׆༻ͨ͠ೝのԕִؑผεΫϦーχンά

のڀݚ開発ʢ���� 年ʙ���� 年ۀࣄʣ

データから �0ˋҎ্のਫ਼度で認とてΜか

Μのؑผが行͑る、ԕִؑผεΫϦーχϯグ AI の研究

開発を行った。ࣾձ実に͚て、ԕִؑผεΫϦー

χϯグのༀࣄ認ՄおΑͼ DP$（DPDUPS�UP�PBUJFOU�XJUI�

$BSFHJWFSɿઐҩにΑるΦϯϥイϯྍをհ・࢜ޢ

దԠをૂう。ֶश用のݥがサϙーτ）Ϟデルのอࢣޢ

データのऩूとϥϕϦϯグ作業を行͍、てΜかΜݕग़

のためのؑผΞルΰϦζϜのઃܭ・開発を行͍、ઐҩ

にΑるྍ࣏のదਖ਼Խ（ํྍ࣏มߋの༗ҙੑ）の実ূを

した。

�ʣεタンυΞϩーンͰར༻͞ΕΔҩྍثػのωοト

ϫーΫԽのڀݚ開発

৺ిਤ、ੜମ報Ϟχター、݂ѹଌఆ機ث、ύルεΦ

Ωγϝーター、ηϯサー、ମ成ܭに͍ͭて、ネッ

τϫーΫԽとհޢϓϥッτϑΥーϜである 5FBNとの࿈

機の開発を行͍、実ূを実施した。また、SIPܞ 第２

期「ϑΟδΧル空間デδタルデータॲཧ基盤」開発のデ

バイεとも࿈ܞを行͍、հݱޢにお͍て用͞れる機

ϓϥッτޢからのデータを、ネッτϫーΫを௨͡てհث

ϑΥーϜにੵするιϦϡーγϣϯを実ݱした。͞ らに、

ネッτϫーΫԽにؔする開発を行ったことにΑり、ޙड़

のΦーϓϯϓϥッτϑΥーϜの基盤をܗ成した。

000�、ऴ年度では࠷ 施ઃ、�ສ人Ҏ্のհ・࢜ޢ

。した࢝を開ڙに用ఏࢣޢ

�ʣױ࣬ظੑٸΛݕ͢ΔϞχタϦンά"* のڀݚ開発

2021 年度は、৺ిਤにΑるଔதՄੑݕエϯδ

ϯで、৺ࡉಈのݕਫ਼度 ��ˋҎ্を実ݱするϞχタ

Ϧϯグ AI の開発をਐめ、ਖ਼ৗ・ҟৗのݕਫ਼度は 12

༠ಋにて ����ˋをୡ成し、৺ࡉಈのݕਫ਼度はϗル

ター৺ిਤにて 8�ˋをୡ成したʢਤ �ʣ。また、Ϟχタ

Ϧϯグ AI のΞϓϦέーγϣϯԽおΑͼ 5FBN との࿈ܞ

を開࢝し、第ೋछҩྍ機ث製ൢച業ڐՄの取ಘをྃ

した。

ऴ年度では、ϞχタϦϯグ࠷ AI にお͍て৺ࡉಈの

ਫ਼度ݕ ��ˋҎ্を実ݱした。จを 1本発දし、ҩ

ྍ機ثの੍نہである P.DA からಘられたॿݴをࢀ

。としͳがら、認ূ取ಘして製Խする༧ఆであるߟ

�ʣຫੑױ࣬ظのॏԽ༧εΫϦーχンάのཁհޢ

者ೝαϙート"* のڀݚ開発

本人 ��00 人のը૾を �0Ϋϥεターにྨし

た্で、ઐՈの用手త作業にΑって、ղֶతにׂ

して作成したΞτϥεを用し、ߴਫ਼度のମੵଌఆ

πール（.3I ը૾ղੳπール）を開発した。認の

ྍにお͍ては、全֤部ҐのମੵมԽ度のଌఆがॏ

要͞ࢹれており、มԽ度をਫ਼度͘ߴଌఆする機を用

͍て認のܦաをうことで༗ӹͳ報がಘられる。

本機は੍ن要݅をΫϦΞし、新たにҩྍ機ثとして認

ূを取ಘした。

研究ͷ成果3
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
ԕִҩྍ"*͕࿈ͨ͠ܞ日ຊࣜ*CTҬแׅέΞϞσルのڀݚ開発

.3I ը૾ղੳπールにΑる部Ґのମੵと ADAS

（AM[IFJNFS�T�DJTFBTF�ATTFTTNFOU�SDBMF）の݁ࠪݕ果の

ಉ期おΑͼ༗ޮༀࡎ等ࢦඪఏࣔ機を࿈ܞした、要հޢ

ऀ認サϙーτ AI のЌ൛を開発した。AI がಋきग़す

ඪਖ਼を、ख़࿅のઐҩがࣔしたॲํ断の ��ˋ

Ҏ্とઃఆして、ඪをୡ成したʢਤ �ʣ。݁果はհޢ

ϓϥッτϑΥーϜである 5FBNでӾཡՄͳΑう、Ϩϙ

ーτ機を開発しγεςϜ࿈ܞを行った。

�ʣଟ৬छ࿈ܞʹ͓͚Δհޢ者αϙート"* のڀݚ開発

5FBN にొ͞れたデータのうͪ、1�00 ສϨίーυ

を用͍てస・ંࠎのؔ࿈Ωーϫーυに͍ͭてのࣗવݴ

ࠎॲཧを行͍、ϦεΫϞデルを作成した。年Ҏのޠ

ં༧ଌでײ度 ��ˋをୡ成したʢਤ̎ʣ。ਫ਼度は 80ˋҎ

্であることが֬認͞れた。ϙϦϑΝーϚγーに͍ͭて

は、5FBNにొ͞れて͍る要հऀޢのༀࡎ報と、ग़

をもとに、用ༀにؔ࿈すهして͍るঢ়にରするݱ

る෭作用がग़ݱして͍ͳ͍か֬認するհ࢜ޢ用Ψイμϯ

εを開発した。հ࢜ޢおΑͼࢣޢにରするΞϯέーτ

では、80ˋがߟࢀにͳったとճした。認にお͚

る断ではҩࢣとのର໘͚ͩ࣌ではͳ͘、ීஈのੜ活の

がॏ要であるが、認のपลঢ়であるهのࢠ༷

#PSD にؔするධՁεέールを 5FBNに実し、認

サϙーτ AI からのイϯϓッτと合Θͤてղੳするため

の基盤を͑た。

�ʣインタϥΫγϣンࢦඪղੳϓϥοトϑΥーϜのڀݚ

開発

5FBNにه͞れて͍るհޢਃૹり߲ࣄのޠݴղੳ݁

果を用͍て、հޮޢԽおΑͼҩྍඅݮにد༩Մͳ

ετーϦーのਫ਼៛Խを行った。հݪޢҼのうͪେきͳݪ

Ҽであるંࠎに͍ͭてղੳをਐめた݁果、要հऀޢ本人

の;らͭきがհهޢ্にग़ݱすることがॏ要であるこ

とが໌らかとͳった。ΞϯέーτおΑͼώΞϦϯグから

は、հ࢜ޢのෛ୲ײとして人手ෆମతͳෛ୲ײの

΄か、ଟ৬छとのίϛϡχέーγϣϯの՝が͛ڍら

れ、ऀޙに͍ͭては I5 にΑる՝ղܾが期͞れて͍

た。これを౿ま͑、ଟ৬छ間のイϯターϑΣーεઃܭを

行った。հޢ業քはެతհޢอݥにΑりऩӹをಘて͍る

が、基本తには࣌間୯Ձがఆめられており、I5 をっ

て࣌間をॖするとऩӹがԼがる構とͳる。ͦ のため、

Ϟデルの構ஙではհ࢜ޢ一人たりがड͚ͭ࣋ことので

きる要հऀޢをࢉग़してධՁを行った。作成したධՁ

Ϟデルでは、ιϦϡーγϣϯの実にΑりಛఆのूஂに

ରしてであるが 10ˋを͑るੜ産ੑの্がࠐݟまれ

るとఆ͞れた。

�ʣ4*P ίンιーγΞϜؒの࿈ڀݚܞ開発

,DDI ίϯιーγΞϜのϚルνϞーμルԻରγε

ςϜ「.I$S6S」と࿈ܞし、ରऴྃޙのରཤྺର

࣌ө૾を 5FBNに取りࠐΈ、ҬแׅέΞγεςϜの

報ڞ༗ը໘でのදࣔおΑͼϦεΫੳのөも実

ਤ 成果の·ͱΊڀݚ　�

ホルター心電ਤ

A.モニタリングAI

B.認知症
サポートAI

C.介護サポートAI

MRI

Team介護PF

心電波形から脳ଔ中の確率を予測

神経心理検査の結果、MRI画像等
をAI解析し、治療指標を作成

PFに記録される病状等と服薬情
報を分析

F

求められる性能要件と
技術的な達成度 社会実装の状況

モニタリングAIの心電ਤによる脳ଔ中可能性検知エンジ
ンでの心房細動・期外収ॖの検知精度95�Ҏ上

【達成度】
正常・異常の検知精度は12༠導にて94.7ˋを達成し、心
房細動の検知精度はホルター心電ਤにて85ˋを達成した

Teamクラウドサーバーとの連携に向け
た解析モデルのアプリケーション化、お
よびデータ連携プラットフォームとの接
続は実装

市販に向け、規制対応手続き中

熟練の専門医が示す処方判断に対し、95�Ҏ上の正答率
を導く̢̧Ｉ脳画像による要介護者認知症サポートAI

【達成度】
熟練の専門医が示した処方判断の93ˋҎ上を達成した

要介護者認知症サポートAIのβ版の開発

脳画像解析ツールの管理医療機器（クラ
スᶘ）で認証取得

地域包括ケアの申し送りテキストデータに対し、80ˋҎ
上の精度のリスク検出を行う介護者サポートAI

【達成度】
年Ҏ内の骨ં予測で感度74ˋを達成した。精度は80ˋ
Ҏ上であることを確認した

介護者・看護者向けIFの設計・Teamへの
実装

介護士および看護師に対するアンケート
では、80�が参考になったと回答
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した。BCB ίϯιーγΞϜとは、ഉᔔݕ AI 開発に

͚たհޢデータ（ॲํ・ഉᔔ報ͳͲ）のਖ਼نԽ・ఏڙ

を行った。֤ίϯιーγΞϜとは、ࣾձ実に͚たڠ

ٞも行って͍る。

�ʣհޢΫϥεターײછ"* のڀݚ開発

新ܕίϩφイルεײછのॏԽ༧ଌに͍ͭて、ଟ

มྔղੳを実施した。すでにॏԽが༧ஹできるऀױを

除֎した্で、発ॳのঢ়バイタルからॏԽ༧

ଌΞルΰϦζϜを開発し、౷ܭతにਫ਼度が͍݁ߴ果（A6$�

0�822）がಘられた。発・ମԹ・֏・の௧Έと͍っ

た一ൠతͳ新ܕίϩφイルεײછのঢ়のײ度が࠷

もྑ͍ことから、これらのঢ়から P$3・ࠪݕݪ߅を

ਪし、ॏԽ༧ଌをΞϥーτすることでదͳҩྍ・

ִཧ・έΞͭͳ͛る。実ূにࢀՃしたհޢ機ؔが

Ҿき続きΞϓϦを利用して͍ることからも、ݱでの༗

用ੑは֬認͞れた。

�ʣԻʹΑΔ.C* εΫϦーχンά"* のڀݚ開発

ԻにΑる.$I εΫϦーχϯグ AI の研究開発を行

った。ࢼ作開発ޙ、ྟচ研究を実施し、新たに݈ৗ、

.$I、認のํのԻデータをೖ手した。ೖ手したデ

ータを用͍てΞルΰϦζϜのमਖ਼、ਫ਼度্のためのվ

ળを܁りฦし、ඪのਖ਼ 8�� にରして、8���� の

݁果でୡ成した。ಉ࣌に製൛とͳるΞϓϦ開発を実施

し、ࣾձ実に͚て、࣌ࠪݕ間のॖਫ਼度の֬認ͳ

Ͳを行͍、ༀࣄਃのためのݧ࣏の४උも開࢝した。

�ʣ"* Λ׆༻ͨ͠ೝのԕִؑผεΫϦーχンά

のڀݚ開発

データから �0ˋのਫ਼度をඪに認とてΜか

Μがؑผできる、ԕִؑผεΫϦーχϯグ AI の研究開

発を行͍、��� にୡ成した。ࣾձ実に͚て、ԕִ

ؑผεΫϦーχϯグ AI のༀࣄਃおΑͼDP$ Ϟデルの

อݥదԠをݟਾ͑たྟচ研究を行った。ֶश用のデ

ータのऩूとϥϕϦϯグ作業を行͍、てΜかΜҟৗݕ

ग़のためのؑผΞルΰϦζϜをઃܭ・開発し、ԕִؑผ

εΫϦーχϯグ AI のༀࣄਃを行った。また、�0໊の

認ऀױにରしてྟচ研究を行͍、DP$ Ϟデルの༗

用ੑをূݕした。認ઐҩがԕִから໘ஊした݁果、

認ऀױのॲํมߋにͭͳがり、認पลঢ়のվ

ળにͭͳがった。

「հऀޢのෛ୲૿Ճを੍」おΑͼ「ඃհऀޢの

ੜ活の্࣭」（ਤ �）をࢦし、Αりଟ͘のհޢが必

·ͱΊͱޙࠓͷల4

ਤ �　ʮհޢ者のෛ୲૿加Λ੍ʯͱʮඃհޢ者のੜ׆の্࣭ʯ



1114*Pୈظ�ʮϏοάσータ・"*Λ׆༻ͨ͠αイόーۭؒج൫ٕज़ʯڀݚ成果ใࠂॻʢ����年ʵ����年ʣ

ߴ
ྸ
ऀ
ࣾ
ձ

ͷ
औ
Γ

Έ

"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
ԕִҩྍ"*͕࿈ͨ͠ܞ日ຊࣜ*CTҬแׅέΞϞσルのڀݚ開発

研
究
連
携

PFはオープン化し、
3rd party含めて
互いの価値を
高める

MRI

■本研究では、「介護者への負担増加を抑制」および「被介護者への生活の質向上」を目指し、より多
くの介護が必要となる状態への移行を予防する AI を開発。
■主な介護原因として知られる、認知症、脳卒中、骨折に焦点を当て、検査機器からの情報や介護記録
からの情報をインプットとし開発し、AI を地域包括ケアプラットフォームである Teamに接続。
■これにより、介護現場へのシームレスな導入が可能となり、疾患の進展や発症を予防が期待される。

新たな社会ニーズ

TFaNҬแׅケア
ϓラットフォーム

追
加
研
究

認知症DPC
遠隔診療モデル

介護施設内
クラスター対策

非対面（遠隔）MCI
判定用機器開発

要とͳるঢ়ଶのҠ行を༧する AI を開発した݁果、

հݱޢの՝であった࿑ಇྗෆにରするղܾࡦの一

ͭとͳった。ޙࠓ、հޢのޮԽはますますॏ要にͳっ

て͘る。ྸߴԽに໘するঢ়گは本͚ͩでͳ͘、ւ֎

にお͍てもಉ༷である。国͝とにհޢにؔする੍度はҟ

ͳるものの、ऀྸߴ人ޱが૿Ճし、ए年人ޱがݶられた

Ϧιーεでͦれを͑ࢧて͍͘構ਤはมΘらͳ͍と͑ߟら

れるʢਤ �ʣ。

業での成果をҬแׅέΞのϓϥッτϑΥࣄも本ޙࠓ

ーϜとして、本とੈքのհݱޢにお͚るޮԽと࣭

の্にد༩するΑうਚྗして͍͘。

ਤ のలޙࠓ　�
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˔͞·͟·ͳঢ়گʹదͨ͠ഉᔔσόイεΛ開発֤ͯ͠ηンαーのಛੑΛྀ͠ߟɺศࣝผ͕Մͳ "* Ϟ
σルΛ࡞成ͨ͠ɻ

˔հݱޢ場のதͰۀޮのࠜװͰ͋ΔʹؔΘΒͣɺ࠷దԽ͕͍͠ۀεέジϡールΛ開発͢Δ͜ͱ
Ͱશ体తͳੜ্ੑ࢈Λਤͬͨɻ

˔ຊ成果ΛʮഉᔔใΛ࣠جͱͨ͠հۀޢεέジϡールの࠷దԽ͓ΑͼέΞの্࣭Λ࣮͢ݱΔγες
Ϝʯʹಋೖ͠ɺͦのޮ果のఆྔతͳՄࢹԽΛ࣮ͨ͠ࢪɻ

˔ίンιーγΞϜ企ؒۀ࿈ܞのҰͭͱͯ͠ɺϓϥイベートۭؒͰ͋ΔͨΊհޢ者の͕行͖ಧ͖ʹ͍͘ト
イϨ内ʹͯɺհޢ者のΘΓʹཁհޢ者ͱର͠ɺݟकΓΛՄʹ͢ΔγεςϜΛ開発ͨ͠ɻ

会ࣾBCBࣜג

ഉᔔ情報を基࣠ͱしたհޢ業スケジュールͷ
Δシステム͢ݱを্࣮ద化͓Αͼケアͷ࣭࠷

"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ

本ࣄ業では「ഉᔔ報を基࣠としたհޢ業務εέδϡ

ールの࠷దԽおΑͼέΞの্࣭を実ݱするհࢧऀޢԉ

γεςϜ」の開発を行った。հݱޢを͑ࢧるଟ͘の人

ޢのઐతࣝをेにに͚ͭられͣにհޢは、հࡐ

を࢝めて͍る。一ํで、ద࣌త֬にదͳέΞを実ફす

れ、要հऀޢの2O-を্ͤ͞ることがՄである。

また、要հऀޢがঢ়ଶであれհऀޢのෛ୲もܰ͞ݮ

れ、ํにとって॥がੜまれる。

本開発にΑり無֨ࢿະऀݧܦであってもదͳέΞを

実ફできる機をγεςϜに構ஙし、ͦのޮ果のఆྔత

ͳՄࢹԽを実施した。�

۩ମతには、հޢ業務のதでհऀޢが行って͍る業務

༰をਪఆするため、ಈ作報（հऀޢのମಈ作を

I.6ηϯサーը૾ղੳͳͲでଌఆした報）、Ի

報ͳͲを取ಘし、հޢ業務の༰ਪఆを行った。

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 年度ʙ 2022 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
2020 年度まではओにௐࠪ期間として、開発するγε

ςϜに͍ͭてݱのχーζに͚ۙͮるため、ࢦඪのݕ౼

業務ੳを行った。2021年度Ҏ߱は開発期間として、

Ϟδϡール͝とのγεςϜデバイεの開発を行った。

ྗڠ業ॴのࣄの施ઃࡍ期間として、実ূݕऴ年度は࠷

をもとに実ূ実ݧを行͍、ͦのޮ果をՄࢹԽした。

�ʣޮ 果ূݕ#FGPSFʢۀੳʹΑΔݱঢ়Ѳʣɺޮ 果ূݕ

"GUFS の࣮ࢪ

2020年度は、2018年ࠒから開発して͍たഉᔔηϯサ

ー用の8FCΞϓϦέーγϣϯを実ূ実ݧのݱで用

し、ઌ行తͳޮ果ূݕを行った。BCBのطଘサービεでは、

ྔศのܗঢ়ͳͲのৄࡉͳഉᔔ報のهはύιίϯ

からのೖྗにしかରԠして͍ͳかったため、新たにεϚ

ーτϑΥϯΞϓϦέーγϣϯを開発してಋೖした。

研究ͷత1 期間ͱํ法2ࢪ࣮
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
ഉᔔใΛ࣠جͱͨ͠հۀޢεέジϡールの࠷దԽ͓ΑͼέΞの্࣭Λ࣮͢ݱΔγεςϜ

�ʣ࣮ උڥݧઃの࣮ࢪྗڠઌݧ࣮ূ

実ূ実ݧޮ果ূݕを行う্で、実ڥݧのඋはඇ

ৗにॏ要である。実ݧが行͑ͳ͚れ本సであり、

あらか͡め実ڥݧがって͍る機ؔا業を除͍て、

΄とΜͲのا業が実ڥݧのඋにଟ͘の࣌間をফඅし

て͍る。ಛに、研究のޮ果実ূのために人にྗڠをґཔ

するࡍは、ྙཧతͳ؍からݸ人報อޢϓϥイバγ

ーอޢがͻときΘॏ要にͳって͘る。本ࣄ業では実ݧ

ࣄ౼ݕのࡍ実施のݧのඋのため、ಉҙ書の作成実ڥ

߲に͍ͭてվめてચ͍ग़しを行͍、ϊϋԽした。

�ʣഉᔔηンαーσόイε͓Αͼศࣝผ"* の開発

ഉᔔηϯサーデバイεでは、ҎԼのͭࡾのίϯηϓτ

にେき͚͘て開発を行ったʢਤ̍ʣ。

w�খܕԽ

w�ϝϯςφϯεੑ

w�γーϯ͝と（த、間）の利用

まͣখܕԽの開発にお͍ては、ۙ年ではैདྷΑりബ

͍にお͍のೱ度でもԠՄͳੑߴηϯサーがྲྀ௨し

�めており、201࢝ 年度おΑͼ 2020 年度には 2छྨの

おΉͭணܕのখܕデバイεを開発した。.E.S技術ˎ�

を利用したੑߴηϯサーをࡌすることでলిྗԽお

ΑͼখܕԽを実ݱし、一ํはϘタϯిで 2のۦ

ಈがՄであり、もう一ํは 6S# の༗ઢࣜにΑる҆ఆ

したՔಇを実ݱして͍ることがಛとͳって͍る。

にϝϯςφϯεੑの開発にお͍ては、BCB࣍ のैདྷ製

ではഉᔔषؾをϙϯϓでٵҾしてηϯサーにてて͍

たが、デϝϦッτとしてศが࿙れग़したࡍにԚも

Μでしま͍、ϝϯςφϯεがେมであると͍う՝ࠐ͍ٵ

があった。ͦこで、લఏとͳるํࣜを新し、空ؾを

。したݱҾをಛとしたデバイεを実ٵҾしͳ͍無ٵ

Ҿٵの無هにγーϯ͝とでの利用にお͍ては、લޙ࠷

ˎ� 微細加工技術によって、機械要素部品やセンサー、電子回路などを一つのシリコン基൘などの上に集積化したデバイス。

ਤ �　�࣮ ഉᔔσόイε༺ݧ開発࣮ͨ͠ʹࡍ
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デバイεをதおΑͼ間のೋͭのγーϯをఆし、ͦ

れͧれ開発を行った。間はैདྷ製とಉ༷にϕッυ্

で用Մͳγーτタイϓ、ଟ͘の࣌間をա͝すことに

ͳるҜࢠंҜࢠと͍った࠲で利用できる࠲ஂܕデ

バイεを開発した。開発したデバイεでは、ࣾでの基

ૅධՁの΄かに、実ݧに͍ྗڠた͚ͩる施ઃにお͍ても

ྟচධՁを行った。

また、࣌ݱではศࣝผにಛԽしたηϯサーがଘࡏ

しͳ͍。ͦのため、ϋーυΣΞとしてศのࣝผをՄ

とするためのഉᔔηϯサーの開発を行͍、ฒ行してι

ϑτΣΞとしてศࣝผΞルΰϦζϜを用͍たศࣝ

ผ AI の開発を行った。

ศࣝผ AI の開発では、開発したഉᔔηϯサーデバ

イεで取ಘしたデータを利用し、ศࣝผのための機ց

ֶशϞデルの研究開発とࣝผ実ݧを行った。また、ςε

τ用の͚ͩڥではͳ͘、実ࡍのݱであるհޢ施ઃに

お͍てਫ਼度ূݕを行った。ਫ਼度ূݕはྗڠをಘられた 2

݅の施ઃにରしてதとൺデータのऩूしす͍間

ଳにて̍ि間΄Ͳ行った。

実ݧは、ศࣝผ AI にΑる༧ଌの݁果を৬һにରし

てϝールνϟッτΞϓϦέーγϣϯͳͲを利用して௨

し、ഉᔔհॿおΑͼഉᔔهを実施して͍た͍ͩた。

ͦのޙ、ഉᔔهと௨ࠁ࣌をর合した݁果をूܭしਫ਼

度をධՁした。

�ʣۀεέジϡール࠷దԽ"* の開発

業務εέδϡール࠷దԽ AI の開発では、「業務ੳに

Αるݱঢ়Ѳ」でಘられた݁果をもとに、業務εέδϡ

ールを࠷దԽする্での要ૉをચ͍ग़した。۩ମతには、

৬һのγϑτ報（ۈ務Մ࣌間ଳ、ग़ۈύターϯ）

との͝ऀޢ報と、要հ֨ࢿ 1のεέδϡールをೖ

ྗすることで 1の業務εέδϡールがग़ྗ͞れる

がѻ͍す͍ઐऀޢとしたʢਤ̎தԝʣ。また、հ༷

用ը໘を開発するため、ैདྷ製ͳͲにରして実ࡍのհ

。৬һが๊͘ෆຬͳͲのώΞϦϯグを実施したݱޢ

実ূ実ݧは、Ϣχッτܕಛผཆޢ人ϗーϜ施ઃのڠ

ྗのもと、ૣேの࣌間ଳ（���0 ʙ 8��0）の ݶ間に࣌2

ఆして �間実施した。ここで、ૣேの࣌間ଳとした

のは実施のݱにお͍て࠷も߄たͩし͘εέδϡールが

ಡめͳ͍࣌間ଳであり、業務εέδϡール࠷దԽ AI の

ޮ果をূݕするのにదして͍るためである。͍ྗڠたͩ

͍た施ઃの৬һ（հऀޢ）は �໊（ϕςϥϯʤख़࿅ऀʥ

2໊、新人 1໊）である。また、施ઃにೖ͞ډれて͍る

�໊の利用ऀ（要հऀޢ）にも͍ྗڠた͍ͩた。

۩ମతには、ϕςϥϯの要հऀޢにରするհॿ࣌間と

業務εέδϡール AI が࠷దԽしたεέδϡールを新人

が֬認しͳがら業務を実施したհॿ࣌間とをൺֱした。

�ʣੜ׆εέジϡール࠷దԽ"* の開発

ഉᔔを基࣠としたੜ活εέδϡール࠷దԽ AI 開発の

ため、ഉᔔにؔしてతͳҼ果ؔのあるҎԼの要ૉ

をચ͍ग़し、ݱ৬һのώΞϦϯグを行った。

w�৯ઁࣄ取

w�ਫઁ取

w�ༀ（Լࡎ）

このதで、ҙݟのଟかったༀ（Լࡎ）にし、

報をཧできるϢーβーイࡎଘγεςϜにରしてԼط

ϯターϑΣーεをՃしたʢਤ̎Լʣ。

また、কདྷతにはۈଳにհޢ無֨ࢿ・ະऀݧܦが 1

໊でଟの要հऀޢをݟͳ͚れͳらͳ͍Մੑがे

に͑ߟられることにணし、దͳഉᔔ֬認タイϛϯグ

をࢉग़する機をݕ౼・վྑした。これは、ݱհऀޢ

からのώΞϦϯグにΑり、間ଳのおΉͭަに͍ͭて

要հऀޢのਭ્害ࢭのため「ഉᔔがあり、かͭり

のઙ͍タイϛϯグでおΉͭަをした͍」と͍うχーζ

があったことから、հݱޢにあるैདྷのਭηϯサー

とഉᔔηϯサーをซ用し、ഉᔔύターϯからࢉग़͞れた

タイϛϯグにお͍て要հऀޢがͲのΑうͳਭঢ়ଶであ

るかをྀߟしͭͭ๚ࣨする実ূ実ݧを実施した。

�ʣトイϨ内ରܕγεςϜの開発

2021 年度からίϯιーγΞϜا業間࿈ܞとして BCB

のഉᔔݕ技術と、NI$5、,DDI、NE$ ιϦϡーγϣϯ

イϊϕータࣜגձࣾのϚルνϞーμルԻରγεςϜ

である「.I$S6S」のର技術を࿈ܞし、ϓϥイϕーτ

空間でもあることでհऀޢのが行きಧきに͍͘τイϨ

にて、հऀޢのΘりにରしͭͭݟकりをՄにす

るγεςϜの開発を行った。

۩ମతには、հޢ施ઃのτイϨにઃஔするϋーυ

ΣΞの新ن開発、おΑͼ BCB のഉᔔݕエϯδϯと

.I$S6S の࿈ܞ部を新نに開発した。また、৬һが࣋

ͭおらͤड৴用のεϚーτϑΥϯΞϓϦέーγϣϯに

͍ͭてもผ్開発したʢਤ্̎ʣ。ಈ作ਫ਼度ূݕは、

ฐࣾࣾһのࣗΦϑΟεのτイϨにઃஔを行͍、実施

した。また、ϢーβビϦςΟূݕはผ్実ྗڠݧのಘら

れた 2かॴの施ઃࣄ業ॴで実施した施ઃτイϨに
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ਤ̎　ۀ�εέジϡールϢーβーインターϑΣーε画໘͓Αͼੜ׆εέジϡールϢーβーインターϑΣーε画໘ʢԼࡎ௨ʣ

˞画૾開発தののͰ͢ɻ࣮ࡍͱ͕༷ҟͳΔ場߹͕͋Γ·͢ɻ
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ઃஔ͞れた本γεςϜを、հޢ৬һと利用ऀに利用して

もら͍、ͦのޙ用ײのώΞϦϯグを行った。

̓ʣհۀޢ׆ಈهٕज़の開発

業務εέδϡールの࠷దԽとฒ行して、հऀޢのհޢ

ঢ়گをࣗಈでه・ֶशするための行ಈղੳγεςϜに

͍ͭても開発をਐめて͍た。ࣄ業開࢝ॳは、҆Ձͳ

ΣΞϥϒルデバイεを用͍たҐஔ࢟のਪఆを行うܭ

ըであったが、ணしたΣΞϥϒルデバイεにΑり要

հऀޢをই͚ͭてしまうՄੑをྀߟし、ը૾ಈըか

ら人の֨ࠎをϦΞルタイϜでݕग़できる「OQFOPPTF

（Φーϓϯϙーζ）」と͍うιϑτΣΞにணし、հޢ

ऀのհޢঢ়گをਪఆできるΑうͳ行ಈղੳγεςϜの開

発をݕ౼した。しかし、Χϝϥを利用する合、ϓϥイ

バγーอޢの؍ˎ�から実ূがし͘、ΧϝϥにΘ

るҐஔ報取ಘデバイεを開発する必要がੜ͡た。

の݁果、2021౼ݕ࠶ 年度から #MVFUPPUI�-PX�EOFSHZ

（#-E）ビーίϯを利用してಈઢデータを取ಘし、հޢ

業務にお͍て୭が・͍ͭ・ԿをしたかをՄࢹԽするγε

ςϜの開発を開࢝した。このհࢧޢԉγεςϜのಋೖલ

ԽγεςϜのධՁをࢹ৬һの行ಈม༰のՄޢで、հޙ

ఆྔతに行͑るΑうにͳり、業務ޮԽにͭͳがるとߟ

͑られる。本ࣄ業では、ओにίϯιーγΞϜا業間࿈ܞ

として産業技術総合研究ॴとともに実ূ実ݧを行͍、ಈ

ઢデータの取ಘ・ղੳを実施した。

（1）  ޮ 果検ূ BFGPSF（業ੳʹΑΔݱঢ়Ѳ）、
ޮ果検ূ AGUFS ͷ࣮ࢪ
ഉᔔηϯサーγεςϜのಋೖલは、έΞεςーγϣϯ

にお͍てهがって͍た報を、業務ऴྃલにೖྗ

する必要があり、ͦの݁果業務࣌間が͘ͳると͍う

が発ੜして͍た。しかし、γεςϜಋೖޙはεϚーτ

ϑΥϯからΞϓϦέーγϣϯを௨͡てすきま࣌間での

報をೖྗすることがՄとͳり、ޮతであると͍う

がଟかった。実ࡍにೖྗ報がଟ͍࣌で 1ʙ 間ఔ࣌2

度業して͍たが、0�� ʙ 。間にվળ͞れた࣌1

͞らに、ϢーβーのώΞϦϯグの݁果をड͚、8FC

ΞϓϦέーγϣϯը໘のվળも行った。۩ମతには、

のେき͞ͳͲࣈす͍৭・ίϯτϥετ、จݟଳにۈ

では、ย手間にνΣݱ。認ੑにؔするվળを行ったࢹ

ッΫೖྗを行うため、1ը໘্にお͚る要ૉをগͳ

研究ͷ成果3

ベςϥン ৽ਓ

εέジϡールͳ͠ εέジϡールͳ͠
εέジϡール͋Γ

ίールͳ͠ ίール͋Γ

ར༻者 " 03:30 07:01 05:25 06:15

ར༻者 # 09:24 14:02 13:56 13:56

ར༻者 C 11:08 18:22 16:44 18:32

ར༻者% 05:23 10:53 14:04 14:04

ར༻者 & 07:19 08:47 17:07 17:07

ར༻者 ' 02:52 05:48 04:21 04:21

ར༻者( 07:27 13:00 18:03 18:28

ؒ࣌ܭ߹ 00:47:03 01:17:53 01:29:40 01:32:43

ൺ 0.60 1.00 1.15 1.19

表̍　ベςϥンͱ৽ਓʹΑΔར༻者ʢཁհޢ者ʣのհॿؒ࣌のҧ͍

ˎ̎ 骨格情報に限定した実際の映像が残らない仕組みであっても、居室内にカメラが存在することに対する精神的不安感への意見が多かっ
た。
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͘するを行った。ͦの΄か、ϒϦετルεέールද

（ศのੑঢ়ྨ）に͍ͭてイϥετのΈではཧղしͮら

͍と͍うࢦఠがあり、報આ໌をՃするܗでվળした。

（2） ࣮ උڥݧ設ͷ࣮ࢪઌ協ྗݧ࣮ূ
実ڥݧඋのための成果として、ݕ౼・४උ・実施（ӡ

用）のͭࡾのϑΣーζにେき͚͘て、実ऀݧおΑͼඃ

、ྉ४උのタイϛϯグࢿのબఆ݅、ಉҙ書ͳͲのऀݧ

実ݧ実施࣌にىきうるイϯγデϯτͦのରࡦͳͲにͭ

͍てՄͳものはϑϩーͳͲにまとめた。

（3）  ഉᔔセンサーデバイス開発͓Αͼഉᔔ検
AI ͷվྑ
開発したデバイεを用͍て実ݧを行った݁果、খܕデ

バイεではҎԼのΑうͳ՝が໌らかとͳった。

w�全ମతにখܕす͗ておΉͭのணҐஔがఆまらͣ、

。が行͑るΑうͳデータが取ಘできͳかったݕ

w�ϘタϯిܕではՔಇ࣌間੍ݶにΑるిަஔき

れ、ฆࣦ要հऀޢにΑるޡҿのϦεΫがあっ

た。

w�6S# にΑる༗ઢܕではίーυの取りճしにがあり、

བྷまりͳͲにΑるݥةがࣔࠦ͞れた。

また、࠲ஂܕ間γーτܕではখܕデバイεでの

՝をϑΟーυバッΫできたため、ൺֱత҆ఆしてݕ

Մͳデータを取ಘできるΑうにͳった。また、本デバ

イεの開発にΑり、実用ੑをྀߟしたҎԼの՝とղܾ

。を໌֬にすることができたࡦ

w�՝ 1ɿ࠲ったり৸たりするとϊイζが発ੜしてしま

う。

ղܾࡦɿىচʗթচ࣌をݕग़するΈ（ѹྗηϯサ

ー等）をΈࠐΉことにΑる、ϊイζの除ڈ。

w�՝ 2ɿηϯサーデバイεの΄かにデータऩू用ε

ϚーτϑΥϯが必要。

ղܾࡦɿԕڑの௨৴֨ن（8J'J�-5E）を活用した

ηϯサーデバイεの開発。

AI の開発では、ओにηϯサーデータの࣭の্に取

りΈ、1ճのഉᔔهを 1データとする取ಘඪを

2�00 データとઃఆして͍た。しかし、新ܕίϩφイ

ルεײછ（$O7ID�1�）にΑる実ূ実ݱݧのดײ）

છΫϥεターͳͲ）のӨڹで実ݧ実施が؆୯に実施でき

ͣに͍た。͞らに、実ऀྗڠݧの֦ॆをਐめて͍たがί

ϩφՒでの要հऀޢのෛ୲૿ՃՈઆ໌のし͞と

͍うからಉҙをಘることができͣ、おΉͭのண

では、データݧデバイεを用͍た実ূ実ܕ 11�8 デ

ータと͍うඪのఔ度の݁果とͳった。

データの取ಘඪはະୡであったが、取ಘできたデー

タを用͍てศࣝผ AI を開発した。

本ࣄ業ではͭࡾのศࣝผϞデルを開発した。ͦれら

のதで࠷もੑのਂ͍ߴֶशϞデルでは、ैདྷΞルΰ

ϦζϜを利用したϞデルΑりも「ഉศ」のࣝผੑが 2

ഒ༏れて͍る݁果をࣔした。

に、施ઃで行ったޙ࠷ AI のਫ਼度ূݕ実ݧで取ಘでき

たデータは全 ��݅（ਖ਼報ɿ��݅、ޡ報ɿ�݅、ࣦ報ɿ

1݅）であった。

このうͪഉศのデータは �݅のΈであったが、本ࣄ

業で開発した AI は実ݧதにഉศのഉᔔ௨ができた。

νϡーχϯグͳͲվྑの༨はあるもののศのಛをଊ

͑られて͍ることがࣔࠦ͞れる݁果とͳった。

（4） 業スケジュール࠷ద化 AI ͷ開発
2021 年度おΑͼ 2022 年度に、業務εέδϡール࠷

దԽ AI とઐ用のը໘を開発した。৬һのγϑτ報（ۈ

務Մ࣌間ଳ、ग़ۈύターϯ）֨ࢿ報と要հ͝ऀޢ

との 1のεέδϡールをೖྗすることで、1の業

務εέδϡールをग़ྗͤ͞ることができた。

実ূ実ݧでಘられた݁果に͍ͭては、ϕςϥϯと新人

にお͚る要հऀޢにରするհॿ࣌間のൺֱを表 �にࣔ

す。ͳお、ࠓճはҠಈ࣌間をྀͣͤߟ、φーείールͳ

Ͳのੑٸۓのあるݺͼग़しはผ్ྀߟした。

まͣ、業務εέδϡールを用͍ͳ͍ීஈ௨りのհॿ࣌

間をϕςϥϯと新人でൺֱした合、新人のհॿにかか

る合࣌ܭ間はϕςϥϯの合࣌ܭ間にൺて࠷େでおΑ

ͦ 2ഒの࣌間を要して͍ることがかった。一ํで業

務εέδϡールを用͍た合、合࣌ܭ間্ではීஈΑり

も࣌間を要する݁果とͳって͍るが、利用ऀ͝とのॴ要

るとݟ間を࣌ �໊த �໊でॴ要࣌間のݮগがݟられ、1

໊あたりฏۉで 1���ˋのॴ要࣌間がݮগした。たͩし、

これらの݁果は 2の �）でલड़したとおり、໌֬に݅

をͦΖ͑るためにิਖ਼を実施して͍る。

のࠩがੜまれたཧ༝として、ϕςϥϯと新人の֤ه্

業務にお͍てհࣗऀޢのதで「͍の༗無」が立っ

た。ϕςϥϯはৗにԿ࣌までにԿをऴ͑て͍ͳ͚れͳ

らͳ͍かをѲしており、ΰールからのࢉٯで業務を行

う一ํで、新人はͦのݟ௨しがᐆດであるため、հॿ͝

とにҠりするରԠが͞ݟࢄれた。業務εέδϡールを

の業務が໌֬に࣍用することで、ͦの͍がͳ͘ͳり
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ͳり、հॿ࣌間のܰݮにͭͳがったと͑ߟられる。

実ޙݧの新人のώΞϦϯグでも「εέδϡールのお

か͛で͍ͳ͘、業務にूதできた」と͍うճがಘら

れた。本実ݧの݁果では、Ҡಈ࣌間に͍ͭて৮れて͍ͳ

͍が、全ମతͳ業務のݟ௨しが立ͭことで業務と業務の

間のҠಈ࣌間がॖ͞れる。また、ϕςϥϯと新人にお

͍て業務༰のཧղにࠩがଘࡏしており、新人はᐆດͳ

ఆٛのままでཧղ・業務を行ったり、Կをຬたͤྃ

したことにͳるのかがᐆດとͳって͍たりすることが

かった。これらはࡉかͳίϛϡχέーγϣϯがલఏで

あるհݱޢにお͍て、人ڭࡐҭに࣌間をଟׂ͚͘ͳ͍

施ઃࣄ業ॴでىこりಘる一छの「報のඇରশੑ」で

あると͍͑る。ϕςϥϯはී௨ͩとࢥって認ࣝして͍る

ことが新人からするとたりલではͳ͍͚ͩではͳ͘、

報すらѲして͍ͳ͍Մੑがある。ޙࠓはϕςϥϯ

と新人の間にଘࡏするϊϋ報と͍った部もՃ

ຯして͍͘必要があると͑ߟる。

（5） ੜ活スケジュール࠷ద化 AI ͷ開発
報をཧできるϢーβーࡎଘγεςϜにରしてԼط

イϯターϑΣーεをՃし、ഉᔔ௨࣌にԼࡎにؔ࿈し

たഉᔔであるかͳͲのՃ報をఏࣔするܗとվྑし

た。ࠓまではԼࡎにΑるӨڹで࿙れग़して͍るかͳͲの

༧ができͣ、ഉᔔհॿをྃするまでに 1� ʙ 20 

΄Ͳ必要して͍たが、ԼࡎがӨڹして͍るഉᔔであるՄ

ੑが͍ߴと͍う報があることで、४උͳͲの࣌間を

 �ॖすることができた。

間のഉᔔհॿタイϛϯグ・おΉͭަճのదਖ਼Խ

ਭηϯサーとのซ用ͳͲのূݕでは、γεςϜがࢉ

ग़したഉᔔύターϯに基͍ͮたタイϛϯグで間のഉ

ᔔհॿを実施したことで、ূݕҎલは間ଳにฏۉ �

ճ行って͍たഉᔔհॿをฏۉ�ճにݮগできた。また、

গすることで、間ݮҎલにଟかった空ৼりのճもূݕ

తに利用ऀのਭޮの্がݟられたと͍う݁果と

ͳった。ഉᔔηϯサーのࣾձ実と͍うࢹでも、ਭ

ηϯサーとの࿈ܞは༗ޮੑがあり、「ഉᔔʷਭ」は༗

ޮͳ合ͤであることがかった。

（6） トイϨର話ܕシステムͷ開発
ಈ作ਫ਼度࣌ূݕにऩूしたഉᔔデータを用͍て、ഉ

ᔔݕエϯδϯを開発した。BCB のഉᔔݕ AI では、

ेͳਫ਼度ݕまでに 1�を必要とし、一ൠతͳഉᔔ

行ಈとしてのॴ要࣌間を͑てしまうこと、ରܕγ

εςϜに必要ͳかͳγφϦΦల開がࠔであること

が໌したため、ݕग़ਫ਼度はྼるが 1ఔ度でఆで

きるエϯδϯを開発した。

また、τイϨ֎でੜ͡るࡶԻにΑる発ॲཧが

Ԇするࣄがଟ発したが、発をॲཧして͍る.I$S6S

ଆでௐ͍たͩき、実用に͑תられるγεςϜにվળ

することができた。ϢーβビϦςΟূݕに͍ͭては、2

ਤ̏　ޙࠓのΞϓϩーν
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
ഉᔔใΛ࣠جͱͨ͠հۀޢεέジϡールの࠷దԽ͓ΑͼέΞの্࣭Λ࣮͢ݱΔγεςϜ

施ઃで実ূ実ݧを実施した݁果、利用ऀ 8໊த �໊が

τイϨでのରが「ୀ۶しͳ͍」、「ָし͍」と͍う

ҙతͳҙݟがಘられた。一ํで 8໊த 2໊から、τイ

Ϩでしか͚られて「ͼっ͘りした」、「ରϦζϜが

ᷦΈ合Θͳかった」と͍うҙݟがあった。また、հޢ৬

һ �໊த �໊からはτイϨのݟकりが人ではͳ͘ϩϘ

ッτγεςϜͩと人をؾにする必要がͳ͘てྑ͍と

͍うҙݟがಘられた。

྆ऀのҙݟから本γεςϜがτイϨで利用ऀにର

し、ײ߅をͤ͞͡ײることͳ͘ରできるՄੑをݟ

ग़ͤたためेͳχーζも֬かにଘࡏして͍ることが

かった。

一ํで、γεςϜからのֻ͚が行Θれͳ͍と利用ऀ

にෆշײを֮͑ͤ͞てしまう合もあるとかったた

め、利用ऀをબͣ֬実にରを࢝められるΈのݕ

౼がޙࠓの՝である。実ূ実ݧでಘられたγεςϜの

՝として、࣍のΑうͳが͛ڍられる。

w�ର開࢝ఆのվળ

w�ରのԠਫ਼度վળ

w�利用ऀからのֻ͍͚から࢝まるରԠの実

w�ഉᔔఆのվળ

ݧはこれらの՝をղܾするために͞らに実ূ実ޙࠓ

をॏͶる༧ఆである。

（7） հޢ業活ಈه技術ͷ開発
ビーίϯを用͍た実ݧでは、Ґஔ報業務༰ͳͲ

をΈ合ΘͤてಈઢをՄࢹԽできた。このΑうͳ業務活

ಈهがあれ、新し͍հࢧޢԉγεςϜのಋೖલޙで

հޢ৬һの行ಈがͲのΑうにมԽしたのかが֬認でき、

ಋೖ͞れたγεςϜをఆྔతにධՁすることもՄであ

る。また、৬һのεΩルηッτのҧ͍、ݸ人のͤ͘ͳ

ͲにΑる業務ޮのԼ、おΑͼख़࿅৬һのϊϋを

データからநग़してษڧձでڞ༗することで、人ڭࡐҭ

にもੜかすことがՄとͳり、৬һεΩルのఈ্͛が期

できる。

͞らに、2020 年ࠒからੈքதでҖをৼるって͍る

新ܕίϩφイルεͳͲのײછは、հޢ施ઃの利用ऀ

にとってॏԽϦεΫが͍ߴため、ཅੑऀがग़たࡍには

Ҡಈܦ࿏のཤྺからೱް৮ऀのಛఆ、ૣ͍ஈ֊での

にも期でࡦછ֦େの੍ରײ断ִと͍った߁݈

きる。

本ࣄ業では、認తイϯタϥΫγϣϯࢧԉ技術で構ங

したγεςϜを、հࢧऀޢԉࣄ業活用するための一部

として、ҎԼのΑうͳ༰を実施した。

w�ഉᔔηϯサーデバイεおΑͼศࣝผ AI 開発

w�業務εέδϡール࠷దԽ AI の開発

w�ੜ活εέδϡール࠷దԽ AI の開発

w�τイϨରܕγεςϜの開発

。のల開に͍ͭては、ҎԼのΑうに構して͍るޙࠓ

w�ഉᔔηϯサーにؔしては、202� 年ळࠒをॲに、

SIPで開発したศࣝผAIをࡌしたഉᔔηϯサー

を発ച、ࣾձ実する。

wޙࠓ�のීܭٴըとしては、20�0 年までに �0 ສの

。して͍るࢦをٴී

これは、本ഉᔔηϯサーがターήッτとして͍る「৸

たきりでҙૄࢥ௨の取れͳ͍ऀྸߴ �ো害ऀ」が国の

Έで 1�0 ສ人おり、ͦの 20�のγΣΞからࢉग़して

͍る。ͳおීͤ͞ٴて͍͘தで、ศࣝผはもͪΖΜの

こと、ଟ༷ͳഉᔔ報を͞ま͟まͳηϯγϯグํࣜ �AI

にΑってݕग़できるΑうにਐԽͤ͞て͍͘。࠷ऴతに

は、ഉᔔषからの࣬පݕग़に͍ͭても研究開発をਐめて

͍る。

に業務εέδϡールͳらͼにੜ活εέδϡールにؔ࣍

しては、202� 年ࠒにサービεϦϦーεをඪとして͍

る。202� 年のϦϦーε࣌では、SIP で開発をਐめ

てきたεέδϡーϦϯグ機はもͪΖΜ、հݱޢの業

務ՄࢹԽͳͲもࢦして͍͘。施ઃಋೖは 20�0 年࣌

で、国のΈでઍ施ઃをࢦす。

τイϨରܕγεςϜにؔしては、ޙࠓഉᔔηϯサ

ーのීٴをͤ͞て͍͘தで、τイϨでのഉᔔݕも

γεςϜのಋೖܕして͍͘。ͦのதでτイϨのରࢦ

もݟਾ͑て͍͘。

は、これらの༰をデータϓϥッτϑΥーϜとしޙࠓ

てల開す͘、ഉᔔ報を基࣠としたհޢ業務εέδϡ

ールの࠷దԽおΑͼέΞの্࣭を実ݱするγεςϜ

「$BSFS」一部の成果に͍ͭて、製Խをࢹにೖれ

て͍るʢਤ �ʣ。

·ͱΊͱޙࠓͷల4
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ʮ̝ώϡーϚン・インタϥΫγϣンج൫ٕज़ίンιーγΞϜʢϝタίンιʣʯΛઃཱͨ͠ɻ

˔ϝタίンιのϝンόーʹରͯ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンج൫ٕज़開発ϓϩジΣΫトのٕज़Χタϩ
άΛެ開ͨ͠ɻ

˔χーζௐࠪͱͯ͠ �� ࣾʹର͢ΔௐࠪΛ࣮͠ࢪɺ͞ΒʹߜΓࠐΜͩ �� ࣾʹରͯ͠加ώΞϦンάΛ࣮
ɻͨ͠ࢪ

˔加ώΞϦンάΛ࣮ͨ͠ࢪ企ۀの͏ͪ �ࣾͱࣾ会࣮ʹݧ࣮ূ࣮͚ͨΛਐΊ͍ͯΔɻ

˔ۀ٬܇࿅ࢧԉγεςϜの普及Λతͱͨ͠ʮۀ٬܇࿅ࢧԉγεςϜ開発ΨイυϥインʯΛ࡞成・
ެ開ͨ͠ɻ

国ཱڀݚ開発法ਓٕۀ࢈ज़૯߹ڀݚ所ɺҰൠஂࡒ法ਓσジタルίンςンπڠ会

ώューϚン・インタラクション基盤技術ͷ社会࣮
ʹ͚たΦーϓンイノベーション活ಈ

"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ

「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」のࣾձ実

に͚たΦーϓϯイϊϕーγϣϯ活ಈを実施すること

をతとして、「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技

術ίϯιーγΞϜ（ϝタίϯι）」をઃ立し、成果であ

るߴ度人ࡐҭ成γεςϜ、ֶशࢧԉγεςϜ、հࢧޢԉ

γεςϜ等を用͍てビδネεをల開するا業、Ϣーβー

とͳるا業、͞らにはকདྷに͚てのվળݱద合を

実施するا業のࢀըをଅし、サービε産業の成果のࣾ

ձ実をࢧԉ・Ճする・ֻ͚Έを構ஙした。

本ίϯιーγΞϜの活ಈに͍ͭては、8FC サイτ

（IUUQT���IJ�DPOTP�PSH�）にお͍て報発৴を行って͍る

ʢਤ �ʣ。8FC サイτでは、֤ϓϩδΣΫτが開発して

͍る技術に͍ͭて、Αりかりす͑͘ることをత

として「ࣜגձࣾίτバデβイϯ」、「国立研究開発法人

産業技術総合研究ॴ」、「౦ژେֶ」にΑる �݅の٬

、ԉ技術、「N55�ίϛϡχέーγϣϯՊֶ基ૅ研究ॴ」ࢧ

「国立研究開発法人ཧԽֶ研究ॴ、ࣜגձࣾϑΥτϯϥ

Ϙ」にΑる 2݅のڭҭࢧԉ技術、「ࣜגձࣾΞルϜ、౦

ձࣾ、デࣜגձҩՊେֶ、本ςΫτγεςϜζܙ࣊ژ

ータηΫγϣϯࣜגձࣾ」、「ࣜגձࣾ BCB」にΑる 2݅

のҩྍ・հࢧޢԉ技術の P3 ಈըを作成し、8FC�サイ

τでެ開したʢਤ �ʣ。

本ίϯιーγΞϜの౷ׅऀは、ؙ࣋ਖ਼໌ࢯ（国立

研究開発法人産業技術総合研究ॴ�人間֦ு研究ηϯタ

ー�研究ηϯター）。ࣄ務ہは、国立研究開発法人産業

技術総合研究ॴと一ൠஂࡒ法人デδタルίϯςϯπڠձ

がڞಉでӡӦを行って͍る。

ϝタίϯιでは、ҎԼの̏にࢿする活ಈを実施して

͍る。

w�χーζをॆするΦーϓϯͳ技術開発。

wࢢ�χーζの取りࠐΈ�（技術開発ا業のا業χーζも

ؚΉ）。

w�技術をࣾձ実するためのࣾձత・ビδネεతϋーυ

ルのݮにࢿする活ಈ。

ϝタίϯιとして NEDO と࠵ڞで、2022 年 10 ݄

2� （ਫ）ʙ 10݄ 28（ۚ）にນுϝッηで開͞࠵

れた「第 2ճ 93 総合లळ」にお͍て、「ώϡーϚϯ・

イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」の研究開発成果をհする

ことをతとしたग़లを行った。

͡Ίʹ1
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۩ମతには、「ϚルνϞーμルデータにΑるࣗಈঢ়ଶ

、ड़γεςϜ」（国立研究開発法人産業技術総合研究ॴ）ه

「ҿ৯業ͮؾ͚きεΩル 73 τϨーχϯグγεςϜ」

（国立研究開発法人産業技術総合研究ॴ）、「イϯタϥΫ

γϣϯをࢧԉするϦϞーτ٬γεςϜ」（ࣜגձࣾί

τバデβイϯ）、「イϯϑϥྖҬにお͚る৬人の技の承

実」（国立研究開発法人ཧԽֶ研究ॴ）、「ԕثҭと機ڭ

ִҩྍAIが࿈ܞした本ࣜI$5ҬแׅέΞϞデル」（ג

ࣜձࣾΞルϜ、౦ܙ࣊ژձҩՊେֶ、本ςΫτγες

Ϝζࣜגձࣾ、データηΫγϣϯࣜגձࣾ）、「ώϡーϚ

ϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術ίϯιーγΞϜのհ」

（ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術ίϯιーγΞ

Ϝ）の 。業に͍ͭてのలࣔを行ったࣄ�

また国立େֶ法人౦ژେֶが開発した「サービε産

業ैऀࣄのための 73技術を用͍たτϨーχϯグγες

Ϝ」と国立研究開発法人産業技術総合研究ॴが開発した

「ҿ৯業の٬୲ऀ͚の ࿅γεςϜ」のデϞ܇73

లࣔを行͍、800 ໊ۙ͘のํに SIP ͍ݧ業の成果をମࣄ

た͍ͩた。

χーζをॆするΦーϓϯͳ技術開発として、「ώϡ

ーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」開発ϓϩδΣΫτ

の技術Χタϩグʢਤ �ʣを、ϝタίϯιのϝϯバーにର

ニーズをॆ͢Δ
Φーϓンͳ技術開発2

ਤ �　8FCαイトʢIUUQT���IJ�DPOTP�PSH�ʣ ਤ �　P3 ಈ画

ਤ �　ٕज़Χタϩά
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してެ開して͍る。技術Χタϩグでは、ܭଌ技術、行ಈ

ਪఆ技術、AI 技術、73技術ͳͲの技術Ϟδϡールにͭ

͍て、成した技術、ࡏݱ開発தの技術、কདྷ開発が必

要ͳ技術にྨしてհして͍る。

技術Χタϩグでは、֤ 技術Ϟδϡールに͍ͭて、֓ 要、

ಛ、ఏํڙ法、利用に͍ͭてのհを行͍、ͦれら技

術Ϟδϡールにڵຯを࣋ったํが、ࣄ務ہを௨͡て֤୲

ऀに࿈བྷを取ることができるΈを構ஙして͍る。

開発技術のࣾձ実に͚、ఆ͞れるಋೖا業をର

に٬にお͚る研म・ڭҭ܇࿅の՝とχーζをଊ͑

ることをతに、開発தの֤γεςϜにରするا業のड

༰ੑに͍ͭて 2021 年度にώΞϦϯグௐࠪを実施。

ྲྀ௨・ϝーΧー、ྲྀ、ࣗ ಈं、֎৯、ޫ؍、ָޘ、ۚ ༥、

ͦの΄か（ੜ活ؔ࿈）の業ք۠にお͚る 2�छの業

छをରに、্ا業をத৺とした �0ࣾにରし、Φϯ

ϥイϯまたはର໘にΑるώΞϦϯグௐࠪを行った。۩ମ

తͳイϝーδができるΑう、「٬εΩルධՁγεςϜ」、

ࡾと͍う「ԉγεςϜࢧݱ」、「࿅γεςϜ܇ҭڭ73」

ͭのγεςϜに͍ͭてのώΞϦϯグを行った。

「٬εΩルධՁγεςϜ」ʢਤ �ʣは AI を活用して、

実ࡍのݱ٬研म用のٖతͳઃඋで、ै業һの

٬εΩルを؍٬తにධՁすることができるγεςϜであ

る。データに基ͮ͘؍٬తͳ٬εΩルのධՁがՄと

ͳって͍る。このγεςϜでଌఆ・ධՁしたデータは、

΄かのೋͭのγεςϜでも活用できる。「٬εΩルධ

ՁγεςϜ」のώΞϦϯグ݁果は、٬εΩルが؍٬త

ΈࠐニーズͷऔΓࢢ
（技術開発ا業ͷا業ニーズؚΉ）3

ਤ �　٬εΩルධՁγεςϜ

ਤ ࿅γεςϜ܇ҭڭ73　�
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にධՁできることでεΩルのՄࢹԽ、՝のநग़がで

き、ࣾһのڭҭϨϕルが͑ݟるԽできることに期がେ

き͍。͞らに、ࣗのεΩルϨϕルが͑ݟることで、ࣾ

һのϞνϕーγϣϯҡ࣋にͭͳがることが期͞れた。

一ํ、٬のଟ༷ͳ業務のରԠ、ೲಘできるධՁ基४

がઃఆできるかと͍うでϋーυルの͞ߴを͡ײられ

た。

ʢਤ「࿅γεςϜ܇ҭڭ73」 �ʣは、֤ا業の٬Ϛ

χϡΞル٬手ॱに合Θͤた܇࿅がՄͳγεςϜで

ある。ϔッυϚϯτデΟεϓϨイとݺれる 73用の

ϔッυηッτを活用することで、ྟײの͍ߴτϨーχ

ϯグを実ݱして͍る。܇࿅ऀのεΩル度合͍ετϨε

度合͍ͳͲにԠ͡て、܇࿅༰をイϯタϥΫςΟϒにม

のώΞϦ「࿅γεςϜ܇ҭڭ73」。することができるߋ

ϯグ݁果は、新ೖࣾһྟ࣌εタッϑͳͲݧܦのઙ͍ε

タッϑの基ૅڭҭの活用が期͞れ、ࣗशεタイル

複ಉ࣌実施ͳͲでڭҭのための人һ、࣌間ݮする

ことの期がେき͍。一ํ、ݸʑの٬ސにԠ͡たରԠ

がし͘、73ڥを構ஙすることのඅ用ରޮ果がٙ

͞ࢹれ、73である必要ੑを͡ײられͳ͍と͍うҙݟ

がݟड͚られた。

ʢਤ「ԉγεςϜࢧݱ」 �ʣは、実ࡍに٬して͍る

ै業һに、٬૬手からの࣭ۤにରして、必要ͳ

報ΞυバイεをఏࣔするγεςϜである。εϚーτ

グϥεͳͲをண用することをఆして͍る。「ݱࢧԉ

γεςϜ」のώΞϦϯグ݁果は、複ࡶͳରԠ、қ度の

ରԠͳͲに、ਝかͭత֬にԠするサϙーτγε͍ߴ

ςϜとして期͞れた。ಛに、٬ސのに৮れͳ͍業務

での活用がイϝーδ͞れ、٬ސのײがՄࢹԽ͞れ

る、ଟޠݴରԠ、δΣενϟーでのͩࣔࢦしͳͲができ

れ໘ന͍とのҙݟがͤدられた。しかしͳがら総͡て、

。きとのධՁとͳった٬のલでのணはෆސ

開発γεςϜにରするධՁの全ମू݁ܭ果としては、

「٬εΩルධՁ技術」、「73ڭҭ܇࿅γεςϜ」にରし

ਤ ԉγεςϜࢧ場ݱ　�

ਤ �　開発ٕज़ʹର͢ΔධՁʢ��� ݅ʣ
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ては「ͥͻ活用した͍」、「一部を活用した͍」、「もうগ

しվྑ͞れたら活用した͍」とのճが全ମの �ׂを

͑、期の͞ߴがうかが͑た。一ํで「ݱࢧԉγε

ςϜ」は「あまりイϝーδがΘかͳ͍」、「活用できͳ͍」

とのճが �ׂҎ্をめる݁果とͳったʢਤ �ʣ。

લ߲で実施したώΞϦϯグௐࠪ݁果をもとに、ಛにಋ

ೖのՄੑのا͍ߴ業 10ࣾにରするৄࡉχーζώΞϦ

ϯグを実施するとともに、ݸผのχーζに合Θͤたγε

ςϜ֓要をઃܭするՃௐࠪを 2021 年度に実施した。

ௐࠪํ法としては、લճのௐࠪΑりもΑり۩ମతͳγε

ςϜをイϝーδして͍たͩ͘ために、ಈըを用͍たγε

ςϜઆ໌を行͍、ͦれにରするҙݟを͍た͍ͩた。

Ճௐࠪの݁果を౿ま͑、େ本ҹࣜגձࣾのྗڠ

のもと、ࣾձ実に͚たҎԼの �݅の実ূࣄ業を実

施して͍る。

w�อҭ業務܇࿅ɿ༮ஓԂอҭԂのޕਭ࣌に行Θれる༮

܇るに（ਭνΣッΫޕ）कり行ಈݟ認の֬ٵݺのࣇ

࿅の、本研究開発成果の活用Մੑにؔする実ূ実

ݧ

w�খച業務܇࿅（2݅）ɿεーύーϚーέッτの（ηルϑ）

Ϩδ・ίーφーにお͚る٬ސのѫࡰおֻ͚等の

࿅にରする、本研究開発成果の܇る٬ରԠ業務にސ

活用Մੑにؔする実ূ実ݧ

w�॓ധ業務܇࿅ɿϥグδϡΞϦーϗςルのΧϯターに

お͚る॓ധ٬のおࠔりࣄのରԠ等の٬ސରԠ業務

の、本研究開発成果の活用Մੑにؔする実ূ実ݧ

これら実ূ実ݧの݁果、܇࿅のޮԽ・ίετݮ、

Խ・ධՁͳͲのޮ果を໌らࢹదԽ、εΩルのՄ࠷ҭのڭ

かにすることで、ޙࠓのࣄ業Խに͚た取りΈがਐめ

られるʢਤ �ʣ。

٬業務܇࿅ࢧԉγεςϜのීٴのため、「h 93 ٬

τϨーχϯグγεςϜʱΨイυϥイϯ」を取りまとめて

͍るʢਤ �ʣ。2022 年度に成༧ఆで、成ޙはώ

ϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術ίϯιーγΞϜの

8E#サイτでのެ開を༧ఆして͍る。

ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術ίϯιーγΞ

Ϝは、ޙࠓձඅを༗ঈԽすることでܧ続して技術のϚッ

νϯグ研究ձをਐめることを༧ఆして͍る。ӡӦにͭ

͍ては、国立研究開発法人産業技術総合研究ॴのίϯι

ーγΞϜ活ಈとも࿈ܞをਤりਪਐすることを༧ఆして͍

る。

技術を社会࣮͢ΔたΊͷ社会త・ビジ
ωスతϋーυルͷ͢ࢿʹݮΔ活ಈ4

ͷ༧ఆ5ޙࠓ

ਤ �　ఏڙγεςϜのશ体イϝージ
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テクノロジーを活用した
接客トレーニングシステムの開発に向けて

「XR接客トレーニングシステム」ガイドライン
ダイジェスト版

VRなどのXR接客トレーニングシステムのメリットや課題

　社会の変化が激しいなかにあって、サービス産業界は新たな課題に直面してい
る。コロナ禍の影響から、接客サービスの自動化やリモート化が加速する一方で、
十分なスタッフの確保も難しくなっている。
　日本の強みである「おもてなし」を活かし、人と人とがふれあう接客の現場に、
テクノロジーがどのように貢献できるかについて検討を重ね、『業務訓練・支援
システム開発のためガイドラン』を作成した。
　これは、そのダイジェスト版である。このガイドラインでは、VR（人工現実）・AR
（拡張現実）・MR（複合現実）・SR（代替現実）を含めたXRを活用した接客トレーニ
ングシステムにより、サービス産業界の生産性向上とさらなる発展を目指している。
　サービス産業に携わる方々には、テクノロジー活用の可能性について理解を深
めていただき、また開発者の方々には接客サービスについて、さらに深く知ってい
ただくことを目的としている。
　各項目について、ガイドライン本編の対応箇所を参照していただければ、詳細な
情報と解説が得られるようになっている。

「おもてなし」は日本の強み！
海外からも評価が高いよ！

テクノロジーで、
その強みをサポート
できるのかな？

VRって何？

VR接客トレーニング
システムを利用すると
何がいいの？

VR接客トレーニング
システムの課題は？

どんなトレーニングが
VRに向いているの？

バーチャルな空間で、

あたかも現実のような

体験ができること！

トレーナーがいなくても、自分のペー

スで訓練を受けることができたり、

普段起こりにくいクレーム対応が体

験としてトレーニングできたり、また

人によって伝える内容にバラつきが

出るのを防ぐこともできるよ。

たとえば火災が起こった時の対応や、難しいクレーム対応など、

発生する頻度が少なかったり、経験することが難しかったりする

ものなどは、VRでのトレーニングに向いているよ。

クオリティの高いシステムを作る

には高額な費用が必要だったり、

トレーニングを受ける人が多い場

合、HMD（ヘッドマウントディスプ

レイ）などの機器の購入費もかか

る。また、訓練するシナリオに変

化がないと、慣れてしまって成果

が出づらいこともあるよ。

第6章　6.13（ｐ.52）

第6章　6.13（ｐ.53）

第8章　8.3.1（ｐ.70）

Q2

Q3

Q4

Q1

1ਤ �　ʮ93٬トϨーχンάγεςϜʯΨイυϥイン�μイジΣεト൛
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σータ࿈ܞのݱঢ়ɺ日ຊਐΜͰ͍Δの͔ɺΕ͍ͯΔの͔

ʕʕ　ӽ௩ઌੜ͕αϒϓϩάϥϜσΟϨΫターΛΊΔʮؒσータ࿈جܞ൫ٕज़ʯͰ͕͢ɺͳͥࠓɺ

σータ࿈͕ܞॏཁͳ՝ͱͳ͍ͬͯΔのͰ͠ΐ͏͔ɻ

ӽ௩ɹ実はࠓ、本ではͲこにԿのデータがあるのかがからͳ͍ঢ়گとͳって͍ます。ྫ͑、మಓ

バε、ಓ࿏ͳͲのަ௨にؔするデータも、ͦれͧれݸʑののத͚ͩでཧ͞れて͍るので、ͦれ

らのҎ֎の人には、Ͳこから必要ͳデータを取ಘすれྑ͍のかがかりまͤΜ。本はϤーϩッ

ύͳͲとൺ、֤のதではデータ基盤もしっかりできて͍るし、データྲྀ௨のΈもॆ実して͍

るので、データの利活用がਐΜで͍ます。ͦれͳのに、本のॎׂりࣾձのதでは、を͑たデー

タऩूができͳ͍ことで、͍ Ζ͍Ζͳฐ害がੜまれて͍ます。一ํ、ϤーϩッύではIDSA(AIA�9ͳͲ、

データ࿈ܞの取りΈがਐΜで͍ます。

ྫ͑、ࢢ全ମをཏするεϚーτγςΟのサービε開発を͑ߟた合、ͦこにはॅຽサービε

、てͤ͞ܞͳͲ、͞ま͟まͳがؔΘってきます。これらのを࿈ࡂҩྍ、ަ௨、、ࢱҭ、ڭ

ࢢ全ମでサービεをఏڙしΑうと͑ߟても、ݱঢ়ではࠔͳことがଟ͍。また、͚ͩࡂをଊ͑ても、

ՐͳͲ͍Ζ͍Ζͳ要ҼがあࢁにはӍもあれ、ઇ、、、่࠭れ、Րݱきるࣗવى害がࡂ

ります。ですが、ͦれͧれのهをཧして͍る機ؔにੵ͞れて͍るデータをͭͳ͛てؔ࿈͚ͮるこ

とができまͤΜ。

これにΑりޙࠓ、ॏ要ͳฐ害がग़て͘るՄੑがࢦఠ͞れて͍ます。産業で͍͑、サϓϥイν

ΣーϯϚネδϝϯτの՝です。ޙࠓ、Ϥーϩッύに業製を༌ग़するࡍには、製࣌にͲれ͘ら͍

$O2 をഉग़したのかに͍ͭて、データをఏग़することにͳりͦうͩからです。ྫ͑、ిࣗؾಈंのバ

ッςϦーを製する合、ࡐྉからༀ、Խֶ࣭にࢸるまで͞ま͟まͳのا業から部をௐୡし

スϚートシティͳͲະདྷ社会ʹෆՄ
ܽͳܕࢄͷデータ࿈ܞ基盤ͱ日本
ͷઓུ

国ཱେ学法ਓ౦ژେ学େ学Ӄใ学ڭत
ӽ௩ొ

サブプログラムディレクターインタビュー③
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ますが、ͦの製をϤーϩッύに༌ग़するࡍには、֤ࣾがഉग़した $O2 のデータを全てूめる必要が

あります。ͦうしてूめられた $O2 ഉग़ྔに、ؔ੫をか͚Αうとするಈきがあるのです。

こうしたੈքから、ものͮ͘りのݱにお͍ても間データ࿈ܞ基盤技術が必要にͳり、サ

ϓϥイνΣーϯ全ମで $O2 ഉग़にؔする報がूめられͳ͍ձࣾは、国֎に製が༌ग़できͳ͘ͳり、

ࢿ機ؔからの༥ࢿがड͚られͳ͘ͳるかもしれまͤΜ。

ͦこで、本研究ςーϚでは、産ֶにࡏࢄするデータ基盤をԣ断で࿈ͤ͞ܞ、AI ͳͲで活用Մ

ͳビッグデータをڅڙするための技術開発をਐめてきました。ͦのγεςϜのことを、$ADDE（δ

ϟッデ）とݺΜで͍ます。ͦして 2020 年にઃ立͞れた「一ൠࣾஂ法人データࣾձਪਐٞڠձ（DSA）」に、

$ADDE の成果をイϯϓッτし、を͑たデータ࿈ܞをࢦすϓϥッτϑΥーϜ「DA5A�E9」のఏ

をڙ 202� 年から開࢝する༧ఆです（Q�1�2 ʙ 1�� র）。これにΑって、本でも本֨తに間デࢀ

ータ࿈ܞをࣾձにීͤ͞ٴて͍きます。また、間͚ͩではͳ͘、サϓϥイνΣーϯͳͲにもデータ

࿈ܞでݙߩできるൣғを͛ることができると͑ߟて͍ます。

国ࡍతͳイχγΞνϒ͕ٻΊΒΕΔʮεϚートγςΟ・Ξ
ーΩςΫνϟߏஙʯ

ʕʕ　͏ҰͭのڀݚςーϚͱͳ͍ͬͯΔʮεϚートγςΟ・ΞーΩςΫνϟߏஙʯʹ͍ͭͯͯ͑ڭ

͍ͩ͘͞ɻ

ӽ௩ɹࠓ、ੈքతにεϚーτγςΟ 2�0 のྲྀれがىきて͍ますが、本はまͩରԠがれて͍ると͍Θ

れて͍ます。一ํで、本にはすでにデδタルをった͞ま͟まͳࢢサービεがͭ͘られており、ͦ

こでの՝もかってきました。࣍のϙイϯτは、Կをͭ͘るかではͳ͘、Ͳうͭ͘るかです。すͳΘ

ͪ、「8IBU�UP�NBLF」から「)PX�UP�NBLF」にͳります。ͦれͧれのサービεはॆ実して͍ても、ͭ͘

りํをきͪΜと͑ߟͳ͍とίετがԼがらͳ͍し、サービεの৴པੑも্がりまͤΜ。本の合は

ผにਐめて͍たら、͍ͭまでたっても構ݸ業がا全ମでεϚーτγςΟに取りΉ必要があり、ຽ間ࢢ

ஙできͳ͍もあります。ですから、「)PX�UP�NBLF」を͑ߟる必要があるのです。

ͦして、「)PX�UP�NBLF」を͑ߟるには、ϓϥッτϑΥーϜが必要にͳってきます。ྫ͑、ا業活

ಈのதでも、ϓϥッτϑΥーϜͳしにデータの利活用を༏ઌしてਐめ、͍Ζ͍Ζͳサービεをͭ͘って

ӽ௩ ʢొͮ͜͠ ・͔の΅Δʣ
1994 年東京大学大学院理学系研究科情報科学
専攻博士課程修ྃ、博士（理学）。1994 年東京
工業大学理学部情報科学科助手。1999 年東京
大学情報基盤センター助教授。2006 年東京大
学大学院情報学環助教授。2009 年東京大学大
学院情報学環教授。2015 年東京大学総合分析
情報学コース長。2017 年東京大学大学院情報
学環ユビキタス情報社会基盤研究センター長。
2019 ～ 2021年東京大学大学院情報学環長・学
際情報学府長。専門は計算機科学。特に、IoT（モ
ノのインターネット）やオープンデータ、スマ
ートシティなどの研究に取り組んでいる。
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しまった݁果、ؾが͍ͭたらデータϕーεが گら͍ある͚Ͳ、全વͭͳがって͍ͳ͍と͍うঢ়͘ݸ�0

がىきるΘ͚です。εϚーτγςΟにお͍ても、このΑうͳঢ়گにؕって、これҎ্の֦ுは無ཧです

と͍うঢ়ଶにͳるかもしれまͤΜ。

ྫ͑、౦ژのあるࢢでεϚーτγςΟのサービεを構ஙしたので、ಉ͡サービεをࠓ度はେࡕの

ࢢでల開しΑうとࢥっても、ϓϥッτϑΥーϜがͳ͍と、もとからͭ͘りしにͳります。ͳͥͦう

ͳるのかと͍うと、౦ژとେࡕにϓϥッτϑΥーϜがͳ͍から࿈ܞができͳ͍のです。これからこう͍

うとこΖにݶքが͘るでしΐう。

εϚーτγςΟで利用͞れるϓϥッτϑΥーϜは、「ࢢ OS」とݺれて͍ます。「)PX�UP�NBLF」

を͑ߟるには、まͣࢢOSをͲうͭ͘って͍͘のかをΑ͑͘ߟͳ͚れ͍͚まͤΜ。とは͍͑、ࢢ

OSは୯ͳるϓϥッτϑΥーϜとͳるγεςϜにしかす͗ͳ͍ので、ͦれҎ֎にも্Ґ֊でのルール

ͮ͘りが必要にͳります。また、サービεもͭ͘る必要があります。ϋーυΣΞの໘でも、͞ま͟ま

ͳॴにηϯサーをຒめࠐΜͩり、Ξϯςφを立てたりしͳ͍と͍͚ͳ͍。らͳ͚れͳらͳ͍こと

がଟ͘あります。ͦうしたϓϥッτϑΥーϜをͲのΑうにͭ͘りࠐΈ、ͲのΑうに࿈ͤ͞ܞるのか。

この�)PX�UP�NBLF�をまとめた、εϚーτγςΟ構ஙのためのઃܭ書が「εϚーτγςΟ・ΞーΩςΫ

νϟ」にͳります。

2022 年の「εϚーτγςΟ・ΞーΩςΫνϟの構ங」と͍うςーϚにお͍ては、ͦのઃܭ書を成

ͤ͞る取りΈをਐめて͍ます。ઃܭ書ࣗମはすでに�2�年લにͭ͘られて͍たので、ࠓはͦれをվఆ

するために͞ま͟まͳ要ૉをまとめて͍ます。͞らに、ޙࠓはεϚーτγςΟ・ΞーΩςΫνϟのੈք

ల開もਐめる必要があります。ࠓ、ੈքのࢢの΄とΜͲがεϚーτγςΟにͳって͍て、ࣗಈंです

らεϚーτγςΟのϊーυの一ͭにͳってきました。こうͳって͘ると、εϚーτγςΟ全ମの技術త

ͳ権を取って͍ͳ͚れ、ࣗಈंの༌ग़すらできͳ͘ͳってしま͍ます。

ʕʕɹ日ຊのεϚートγςΟࡦɺ4*P の成果Ͱ͋ΔεϚートγςΟ・ΞーΩςΫνϟʹ͍ͯͮجਐ

ΊΒΕ͍ͯΔͱ͍͍ͯ͑ߟのͰ͔͢ɻ

ӽ௩ɹྫ͑、ट૬ఛがਐめて͍る国Ոઓུಛ۠のεーύーγςΟ構、ֳがਐめて͍るデ

δタルాԂࢢ国Ո構、ͦして֤লிがਐめて͍るεϚーτγςΟࡦͳͲもこのεϚーτγςΟ・

ΞーΩςΫνϟをࢀরして͍ます。

一ํで、εϚーτγςΟには国࣏ࣗମがؔΘることがଟ͍ので、ଟ͘のௐୡがެڞௐୡにͳります。

基४認ূ੍・֨ن）のద合ੑධՁ手続き֨نおΑͼ、֨ن業製ͳͲの֤国の、ௐୡにͳるとڞެ

度）がқো害とͳらͳ͍Αう、国֨نࡍを基ૅとした国ࡦ֨نఆのݪଇ、֨ن作成のಁ໌ੑの֬อ

をنఆした「5#5 、ࠓ。する必要がありますڌఆ（AHSFFNFOU�PO�5FDIOJDBM�#BSSJFST�UP�5SBEF）」に४ڠ

本はεϚーτγςΟの国ࡍඪ४にはあまりੵۃతにؔΘって͍まͤΜ。このままでは、εϚーτγς

Οの国ࡍඪ४は全てւ֎でͭ͘られてしま͍ます。これから、本がͲこまで国ࡍඪ४にݙߩできるか

はかりまͤΜが、গͳ͘とも、国ࡍඪ४Αりも༏れたΞーΩςΫνϟをͭ͘れ認めてもら͑るかも

しれまͤΜ。

このΑうに、「間データ࿈ܞ基盤技術」「εϚーτγςΟ・ΞーΩςΫνϟ構ங」のςーϚに

ؔしては、国͚ͩのではͳ͘、国ࡍతͳイχγΞνϒを取れる͘ら͍の実ྗを本がͭ࣋きͩ

とࢥって͍ます。

日ຊのྑ͍ͱ͜ΖΛੜ͔͠ɺ͍ͯ͘͘͠ڧ

ʕʕ　ਓࡐҭ成ͳͲؚΊɺ日ຊޙࠓͲ͏͍͚ͯ͠ྑ͍のͰ͠ΐ͏͔ɻઌੜの͓͑ߟΛͩͯ͑͘ڭ

͍͞ɻ

ӽ௩ɹ間データ࿈ܞにؔする人ࡐҭ成は、まͩこれからにͳります。େֶでも、データサイエϯε
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αϒϓϩάϥϜσΟϨクλーΠンλϏϡー�ᶅ

データエϯδχΞϦϯグͳͲデータの໊લが͍ͭて͍るڭҭが࢝まって͍るのですが、ͳのは、

これらのֶ部では、実はデータをう部にかりϑΥーΧεして͍ることです。本དྷデータサイエϯ

εには、データをͭ͘ってྲྀ௨し、ͦれをって活用すると͍うϥイϑサイΫルがあるのに、Ͳͪら

かと͍͑ AI ౷ܭͳͲ、ϥイϑサイΫルのԼྲྀでデータをう໘でのڭҭがத৺にͳって͍ます。

Αり্ྲྀでのデータをͭ͘ることデータྲྀ௨に必要ͳ人ࡐҭ成にؔしてはあまりੵۃతではありまͤ

Μ。

データ࿈ܞに͍ͭては、ࠓはϤーϩッύがϦーμーγッϓをとって͍ます。ΞϝϦΧはϝΨϓϥッτ

ϑΥーϚーͳͲຽ間にͤΑうと͍う立、த国とイϯυは֎国と࿈ܞするؾはありまͤΜ。イϯυ

ではا業はデータをにఏग़し、がͦれをੵۃతにって͍͘と͍う、ओಋの全ͳτッϓ

μϯܕとͳって͍ます。Ͳのりํがྑ͍か国ڝࡍ૪にͳって͍ます。本のりํがਖ਼し͍とࢥっ

て͍ますが、本のりํで産業を成ޭͤ͞ͳ͍と、΄かの国のルールにैΘ͟るをಘͳ͍かもしれま

ͤΜ。

とは͍͑、本の合、୯Ґでのデータ基盤は݁構できあがって͍るので、データ活用にؔして

݁構ਐΜで͍る部もあります。したがって、人ࡐҭ成にؔしてはϤーϩッύ͚ͩをݟて合ΘͤΑうと

するのではͳ͘、本のྑ͍とこΖもੜかͤるΑうに国ࡍௐする必要があるでしΐう。

ʕʕ　σータར׆༻ʹ͓͚Δ日ຊのྑ͍ͱ͜Ζͱɺ۩体తʹͲ͏͍ͬͨ෦ͳのͰ͠ΐ͏͔ɻ

ӽ௩ɹ本人は、す͙にݸʑのղܾのために手がಈきます。Ϥーϩッύの人は、す͙に手をಈか͞

ͣに、まͣはࣄの本࣭をۃݟめΑうと಄をಈかします。൚用తͳཧ͚ͩでউෛするとこΖで権が

ܾめられると本はऑ͍のです。国ࡍձٞの੮にお͍ても、書ྨϕーε͚ͩでを͞れると、本人は

ෛ͚てしま͍ます。ࠓ、国ࡍඪ४৫はଟかれগͳかれͦう͍うੈքにͳっており、国ࡍඪ४Խஂମの

தで本はͳかͳかେมです。

しかし、本人の͞ڧは手がಈかすことͳので、す͙にγεςϜをͭ͘ったり、製をͭ͘ったり、

దͳサービεをͭ͘ったりするのがಘҙです。データのでもͦう͍うྗを利用して、ੈք権に

うまؔ͘Θって͍かͳ͚れͳりまͤΜ。ͦのためにも、できる͚ͩྑ͍とこΖを͘ڧして͍きた͍と

。って͍ますࢥ

C"%%& のίンϙωント・ΞーΩςΫνϟ
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国ํެஂڞମ、ຽ間ͳͲでࡏࢄするデータ基盤を

࿈ͤ͞ܞてビッグデータとしてѻ͍、৫を͑

たデータ活用とサービεఏڙをՄにする。ͦ のために、

লிでඋがਐめられて͍る͝とのデータ࿈ؔ

に࿈ޓ基盤、ͦの΄かの͞ま͟まͳデータ基盤を૬ܞ

基盤技術（ίネΫタ）を用ܞる、間データ࿈ͤ͞ܞ

͍たܕࢄ間データ࿈ܞを実ݱした。

ڞ௨のίΞޠኮݻ༗のυϝイϯޠኮ、ͳら

ͼにデータ構ͳͲをඋするؔলிのಈきと࿈ܞ

し、ίネΫタの開発おΑͼޠኮのඋを௨して、を

ԣ断したデータのイϯターΦϖϥビϦςΟ（૬ޓӡ用ੑ）

を実ݱした。また、ϓϥグイϯ構ͳͲにΑり、͞ま͟

まͳデータࣜܗのରԠをࢦした。

データ࿈ܞのݪ本ੑฤूཤྺをอোするདྷྺ機

、ܖおΑͼ認ূ認Մ機、Χタϩグ構ஙのࢧԉ構

ม技術ͳͲのӡ用ࢧԉڥも実ݱ。開発した技術成

果の国ࡍඪ४Խに取りΈ、技術成果を国ӹにؐݩした。

͞らに、۩ମతͳ間データ࿈ܞのϢーεέーεにͭ

͍て、ϑΟールυでの༗ޮੑূݕを行͍、ͦの݁果をί

ネΫタの҆ఆ൛に取りࠐΜで͍͘。

、ͤ͞ܞするデータ基盤を࿈ࡏࢄにֶऴతには、産࠷

AI のֶशデータͳͲとして活用Մͳビッグデータを

続తにࣗ立ӡ用࣋がܞ間データ࿈ܕࢄする、څڙ

できるエίγεςϜのܗ成をࢦして͍る。

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 年度ʙ 2022 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
�ʣίωΫタػ開発

ᶃコネクタアーキテクチャ

SPDJFUZ���0 の実ݱに͚た՝の一ͭとして、͞ま

͟まͳデータを活用した、新たͳビδネεग़のための

Έが必要と͍うものがある。ͦれͧれの͝とに

データ࿈ܞの基盤がඋ͞れͭͭあるものの、データの

活用と͍ったものは、ͦれͧれのにด͡てしまっ

て͍る、と͍うのがݱঢ়である。また、Ͳこかのの

データ基盤が、ଞのとͭͳ͙ためのΈ、ಛに、

であり、گΈをͭ͘ることはし͍ঢ়௨తͳڞ

͝とのデータ基盤の間をͭͳ͗、ҟͳるの͞ま͟ま

ͳデータを૬ޓに࿈ͤ͞ܞる、間データ࿈ܞのため

のΞーΩςΫνϟとして、データަにίネΫタと͍う

新し͍技術要ૉを取りೖれる。

本研究開発にお͍ては、これらのデータの発ܖ、ݟ

、ަ、དྷྺཧと͍う機を、ίネΫタを基盤とし

たネッτϫーΫで一ݩతに実施できると͍うのものを

研究ͷత1
期間ͱํ法2ࢪ࣮

˔͞·͟·ʹ͞ࢄΕ͍ͯΔσータج൫Λ૬ޓʹ࿈ͤ͞ܞɺϏοάσータͱͯ͠ར༻͢ΔͨΊのσータ࿈
൫ʹඞཁͳٕज़ͱͯ͠ʮC"%%&ʢCPOOFDUPS�"SDIJUFDUVSF�GPS�%FDFOUSBMJ[FE�%BUB�&YDIBOHFʣʯΛجܞ
開発ͨ͠ɻʮC"%%&ʯʮジϟοσʯͱಡΈɺトルίޠͰʮಓʯΛҙຯ͢Δɻ

˔ؒσータ࿈جܞ൫ٕज़のίωΫタػࢧԉαーϏεػ܈ɺࢧԉπールػ܈の開発ΛਐΊͨɻ

会ࣾɺࣜג௨࢜会ࣾɺࣜגؾ所ɺ日ຊి࡞会ࣾ日ཱࣜג
େ学ڞಉར༻ؔػ法ਓใ・γεςϜߏػڀݚ国ཱใ学ڀݚ所

間データ࿈ܞ基盤技術（コωクタ）ͷ
機πール開発

σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ
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σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ
ؒσータ࿈جܞ൫ٕज़ʢίωΫタʣのػπール開発

。すࢦ

ੈのதでデータ࿈ܞ基盤とݺれて͍るものは、େき

͘ೋͭに͚ると、ڊେͳデータϕーεをͭ͘るのか、

データをަするネッτϫーΫをͭ͘るのか、と͍うҧ

͍がある。

தԝにڊେͳデータϕーεをͭ͘る、と͍うΞϓϩー

νは、୭がͦのデータϕーεをӡ用・ཧするのかͳͲ

のが発ੜし、ͳかͳか実ݱがࠔであると͑ߟる。

ͦこで、データఏऀڙとデータ利用ऀͦれͧれにίネ

Ϋタをஔ͍てもら͍、ίネΫタが間を取りܗͭ࣋でデー

タをަするネッτϫーΫをͭ͘ると͍うΞϓϩーνを

。用した࠾

҆৺・҆全ͳデータަを実ݱする্でٻめられる、

認ূΞΫηε੍ަ、ޚཤྺのه等はデータަに

ඥͮ͘ܗで一ؾ௨؏に実ݱしͭͭ、ҟͳる基盤の間をί

ネΫタが取り࣋ってデータ࿈ܞができる、と͍うのが本

研究のϝϦッτでありಛでもあるʢਤ �ʣ。

本研究の実施にあたっては、まͣはΦーϓϯデータに

ରԠするためのデータަ機を開発し、ͦのޙ、ΞΫ

ηείϯτϩールܖڐが必要ͳデータのରԠ

のため、認ূ、認Մ、データ࿈ܖܞ機を開発すると

͍う、ঃʑに機をՃするΞϓϩーνを࠾用したʢਤ�ʣ。

ਤ �　開発ͨ͠ίωΫタΞーΩςΫνϟ

ਤ �　開発Ξϓϩーν
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Ћ൛は、開発ίϛϡχςΟの立্ͪ͛とಛఆڥでの

ಈ作ূݕをతとし、ଞ SIP と実ূࢀՃऀと開発رऀ

ݶఆެ開とする。また、ϦϦーε࣌のಈ作֬認ঢ়ଶは、

ίネΫタ機（ਖ਼ৗܥ）ಈ作֬認ࡁΈとした。

Ќ൛は、開発ίϛϡχςΟの֦େとಈ作ূݕの֦ڥ

େをతとし、ଞ SIP と実ূࢀՃऀと「データࣾձਪਐ

��ձ」（DBUB�SPDJFUZ�AMMJBODF。Ҏ߱、DSA。Q�1ٞڠ ࢀ

র）のձһと開発رऀݶఆެ開とした。また、ϦϦ

ーε࣌のಈ作֬認ঢ়ଶは、ίネΫタ機（ਖ਼ৗܥ �ҟৗ

Έとࡁでのಈ作֬認ڥΈであり、ಛఆࡁಈ作֬認（ܥ

した。

71Ҏ߱の一ൠެ開൛は、ීٴଅਐをతとし、一ൠ

ެ開を行う。ϦϦーε࣌のಈ作֬認ঢ়ଶは、ίネΫタ機

（ਖ਼ৗܥ �ҟৗܥ）ಈ作֬認ࡁΈであり、ଟ͘の利

用ڥでのಈ作֬認ࡁΈとした。

Ќ൛と一ൠެ開൛では、8FC ΞϓϦέーγϣϯの੬

ऑੑ֬認おΑͼϑΝδϯグπールでの API ੬ऑੑ֬認

を実施ࡁΈとした。

ᶄデータ連携ܖ約機能

にΑっては、ܖが必要ͳデータͳͲもあり、ͦ

のΑうͳデータには、ίネΫタの֎にଘࡏする機と࿈

してܞと࿈ࢢしてରԠするΑうにする。データ取Ҿܞ

。ॲཧがՄとͳるΑうにしたܖ

ᶅデータ交換機能

֤が࣋って͍るデータには͞ま͟まͳఏܗڙଶが

あり、ͦのதでも、ϑΝイルでのデータަ55(、P、

'5P、N(SI のରԠを༏ઌతにରԠすきものとした。

ᶆデータ来歴機能

をԣ断するデータ࿈ܞにお͍て、データ利用ऀは、

ೖ手したデータをࣗがॴ༗するデータとΈ合Θͤた

り、Ճしたりして、新たͳデータをੜ成し、ࠓ度はデ

ータఏऀڙとして、ੜ成したデータをఏڙすることが

ఆ͞れる。これにΑり、ଟ༷ͳデータがੜ成͞れަ͞

れる一ํ、データのੜ成աఔが複ࡶԽして͍͘。ͦのΑ

うͳதで、データ利用ऀは、ೖ手しΑうとするデータに

͍ͭて、େݩのݪ本がԿか、ݱঢ়のデータにࢸるまでに

ͲのΑうͳՃが施͞れたのか、ͲのΑうにྲྀ௨͞れて

きたのか、と͍ったデータにまͭΘるཤྺを֬認できͳ

͍と、҆৺して利用することができͳ͍。

ैདྷ、৫のデータに͍ͭて、ݪ本からデータにࢸ

るまでのՃཤྺをཧしてఏڙするデータのདྷྺཧ

の機はଘࡏして͍たが、৫間をྲྀ௨するデータにର

するདྷྺཧの機は開発͞れて͍ͳかった。本開発で

は、をԣ断するデータ࿈ܞにお͍て、ҟͳる複の

৫をまた͍でੜ成͞れるデータにお͍て、େݩのݪ本

から、৫間でのデータަཤྺ、৫のデータՃ

ཤྺを一ؾ௨؏で֬認Մͳ新し͍データདྷྺ機の実

では、վ͟Μ؍した。また、དྷྺの৴པੑのࢦをݱ

のੑが必要である。間をまた͙データの࿈ܞに

お͍ては、ಛఆのӡ用ऀにґଘしてதԝサーバをஔ͘こ

とはఆできͳ͍。このΑうͳڥࢄでのデータདྷྺ

の機を実ݱするため、վ͟Μੑが͘ߴ、ಁ໌ੑを֬

อしたままデータڞ༗をՄとするϒϩッΫνΣーϯの

ࢄாを活用した。

�ʣࢧԉαーϏεػ܈開発

ᶃカタログ横断検索

間でデータަを実ݱするには、データが͚ͭݟ

られる（p�OEBCMF ͳ）ঢ়ଶでͳ͚れͳらͳ͍。このデ

ータの発ݟ機を、本研究開発ではΧタϩグԣ断ࡧݕと

して実ݱした。

֤、৫ͳͲでެ開͞れるデータは、データΧタ

ϩグにऩ͞ࡌれ、必要ͳൣғでެ開͞れる。しかし、こ

のݸผのデータΧタϩグがある͚ͩでは、必要ͳデータ

がͲこにあるかを୳すのは༰қではͳ͍。Χタϩグԣ断

、では、これらのデータΧタϩグのデータをऩूしてࡧݕ

1かॴでࡧݕと༰が֬認できるΑうにした。

ᶄ語彙リポジトリー

間データ࿈ܞ基盤にお͍て、ޠኮはデータఏऀڙ

がఏڙデータを४උするஈ֊で用͍ることができる。ޠ

ኮとは、データで用͍られて͍る用ޠデータのهड़༷

ࣜのことをࢦし、୯に用ޠをूめたものから、౷੍ޠኮ

とݺれる一ఆのルールでूめた用ޠ・֓೦のू合、

ྨମܥ、ある͍は、֓೦の実ྫをهड़するときに用͍る

߲のूまりである֓೦εΩーϚと͍ったものをؚΉ。

このޠኮを、データఏऀڙの間でڞ༗することにΑって

データでΘれて͍るޠኮをڞ௨Խすることで、データ

をཧղしす͘し、データ利用のଅਐをਤる。このڞ༗

ԽのためのγεςϜがޠኮϦϙδτϦーである。

データఏऀڙは、ࣗらがͭ࣋データをެ開するにあた

り、ͳる͘ଟ͘の人が利用しす͍データとしてఏڙ

することがまれる。データఏऀڙは、ޠኮϦϙδτϦ

ーにあるޠኮをࢀরすることで、ڞ௨తͳޠኮをద用し

てࣗらのデータをΑり利用しす͍ܗにมしてからఏ

。することがՄとͳるڙ

ᶅ認証認可機能
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σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ
ؒσータ࿈جܞ൫ٕज़ʢίωΫタʣのػπール開発

データྲྀ௨にお͍て、҆৺・҆全を֬อするために、

Ϣーβーを認ূする必要があり、また、Φーϓϯデータ

Ҏ֎にಛఆの利用ऀをࣝผしてఏ͞ڙれるデータにରԠ

する必要があるため、認ূ機おΑͼ認Մ機を開発し

た。

認ূ機にΑって、認ূ要ऀٻのਖ਼ੑ（ਖ਼ͳϢー

βー）とਅਖ਼ （ੑBVUIFOUJDJUZˎ�）をূݕする機をఏڙ。

͞らに、認Մ機にΑり、認ূにΑってࣝผ͞れたエϯ

ςΟςΟ（ओମ）にサービε利用データ取ಘのڐՄを

༩͑る機をఏڙすることで、ಛఆの利用ऀをࣝผして

ఏڙするデータのަがՄとͳり、҆৺・҆全ͳデー

タྲྀ௨が実ݱできる。

ͳお、ͦれͧれのでは、ID ϓϩバイμーをอ༗

しており、ͦれらとの࿈ܞが必要とͳるため、認ূ機

は、IDϓϩバイμーとの࿈ܞもՄとした。

�ʣࢧԉπールػ܈開発

ᶃデータカタログ構築支援機能

データΧタϩグとは、データを取Ҿするࡍにデータの

֓要報をϦετԽしたもので、データ利用ऀは、この

データΧタϩグからతのデータを୳すことができる。

データΧタϩグはϝタデータをཧしており、ϝタデ

ータにはͦのデータをදす属ੑؔ࿈する報ͳͲのデ

ータの֓要報が͞ࡌهれて͍るため、ϝタデータをݟ

ることで、ͲのΑうͳデータであるのかをతにѲで

きる。

ͳお、データΧタϩグは֤でͦれͧれඋ͞れて

͍るものの、データΧタϩグ߲はڞ௨Խ͞れておらͣ、

֤でಠࣗの構成とͳって͍る。ͦのため、ଞの

データΧタϩグをࢀরするࡍはݸผにղಡする必要があ

り、ಉ͡༰をؚΉ߲であっても໊শがҟͳって͍る

ため、をԣ断して必要ͳデータをࡧݕしͳがらの利

用ができͳ͍と͍う՝がある。

この՝をղܾするため、国ࡍతͳඪ४（8�$�

D$A5）に基ͮき、をまた͍߲ͩ༰のཧղがՄ

で、をԣ断తにࡧݕすることがՄͳ߲をࡦఆ

した。

ͳお、߲がଟଘࡏし、データఏऀڙにとって、デ

ータΧタϩグのଟ͘の߲にೖྗすることは、ඇৗにେ

きͳෛ୲にͳることがఆ͞れる。この՝をղܾする

ため、ࢧԉ機（データΧタϩグ作成πール）を開発した。

ᶄ統制語彙作成支援機能

をまたがってଞ৫でデータを用するには、ಉ

であهがデータιーε͝とにҟͳるදޠฑをදす用ࣄ͡

ると、機ցతに用できͳ͍。I.I 、ኮ基盤ではޠ௨ڞ

ԣ断でのデータ利活用をతとし、ίΞޠኮとυϝ

イϯޠኮを࿈ͤ͞ܞ、ҟͳるのデータの૬ޓӡ用ੑ

をߴめることをࢦすϑϨーϜϫーΫがఏ͞ڙれて͍

る。

本活ಈはॳ、I.I の͑ߟを౿ऻしͭͭ、�ಉ͡ҙຯで

あるが͝とにҟͳるදهの用ޠをਪఆする、౷ֶܭ

త機ցֶशを用͍たࣗવޠݴॲཧエϯδϯの開発をࢦ

した。

ͦのためには、͝とのࣗવޠݴॲཧに必要ͳֶश

用データ（ίーύε）が必要である。ίーύε構ஙのた

めに、「ݱ本ޠ書きݴ༿ߧۉίーύε」ͳͲのطଘ

のίーύε構ஙํ法著作権ͳͲのؔ࿈法Ҋに͍ͭてௐ

ࠪした。あΘͤて、ίーύε構ஙではͳ͘実ࡍに作成͞

れて͍るޠኮのௐࠪとして、業ۚ༥、ものͮ͘り

のޠኮの作成աఔと作成݁果をௐࠪした。ͦの݁果を

用͍て、ͲのΑうͳ間のޠኮの࿈ܞを行͑ྑ͍か

。した౼ݕ

（1） コωクタ機開発
�ʣίωΫタΞーΩςΫνϟ

間のデータަの実ݱに͚た、データ利用ऀと

データఏऀڙ間のデータަをՄとするίネΫタのϝ

イϯ機のઃܭおΑͼ開発をίネΫタЋ൛（2020 年 �

݄൛）としてྃした。本ίネΫタϝイϯは、複の

データ取ಘイϯターϑΣーεをબしてデータ取ಘをՄ

にするΞーΩςΫνϟとした。

また、必要にԠ͡てデータདྷྺ機とも࿈ܞし、デー

タのड͚しهを取ಘすることをՄとしίネΫタЌ

൛（2021 年 �݄൛）のઃܭと開発をྃした。

2021 年 �݄には、ొ੍ではあるが、一ൠのํに

利用して͍たͩ͘ため(JU)VCでのίネΫタOSSެ開（ݶ

ఆެ開）を行った。

2021 年度は、ίネΫタのՃ機として、データ

དྷྺ機と࿈ܞした৫間のデータަཤྺ、データަ

研究ͷ成果3

ˎ� 主体がそれを主張する本人であること。
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機としてN(SI（API）ରԠした。また、用デー

タの利用をՄとするための認ূ認Մ機とデータ࿈ܞ

ཤྺ機、おΑͼ৫間のデータՃܞ機との࿈ܖ

と৫間のデータަཤྺ機のઃܭ・開発を実施し、

2022 年 � ݄にίネΫタ 71 を OSS ެ開（一ൠެ開）

した。

2022 年度は、ࣾձ実をݟਾ͑た $ADDE のߴηΩ

ϡϦςΟԽとして、ଟ要ૉ認ূ認ՄのࢄԽを行った

ことに͍、ίネΫタと認ূ機、ίネΫタと認Մ機

間のγーέϯεのݟしを実施した。

また、N(SI イϯターϑΣーεでఏڙするデータのདྷ

ྺཧରԠができるΑうにデータདྷྺ機とのイϯター

ϑΣーεのݟしを実施した。͞らに、ίネΫタ全ମの

エϥーϝッηーδのڧԽを行͍、202� 年 �݄にίネ

Ϋタ 72を OSS ެ開༧ఆである。

ίネΫタは $ADDE のಛの一ͭであり、͝とに

ϓϩτίルͳͲがバϥバϥであっても、ίネΫタをಋೖ

することで、データަ૬手の༷をҙࣝすることͳ͘、

お͍ޓにデータަがՄとͳった。また、認ূ機

認Մ機、データ࿈ܖܞ機を必要にԠ͡てΈ合Θ

ͤて利用することで、҆৺・҆全ͳデータަを実ݱす

る্でٻめられる、認ূΞΫηε੍ަ、ޚཤྺのه

等に͍ͭて、データަにඥͮ͘ܗで一ؾ௨؏に実ݱ

しͭͭ、ҟͳる基盤の間をίネΫタが取り࣋ってデータ

࿈ܞができる、と͍うのが�$ADDE のϝϦッτである。

�ʣσータ࿈ܖܞػ

2021 年度に、༗ঈ・ඇެ開データをܖに基͍ͮて

利用ऀにఏڙするための、データ利用権取Ҿࢢとの࿈

ܖ、ఆをもとにࡦイϯターϑΣーεおΑͼγーέϯεܞ

を要するデータަをデータ取Ҿࢢと࿈ܞして実

（EWFSZSFOTFࢢした。また、一ͭのデータ取ҾݱIOD�

のサービε）と࿈ܞ実を行った。ͦのࡍ、複のデー

タ取Ҿࢢとの࿈ܞもՄにするため、$ADDE とデー

タ取Ҿࢢ間の API をنఆした。

2022 年度は、ࣾձ実をݟਾ͑た $ADDE のߴηΩ

ϡϦςΟԽに͍、データ取Ҿࢢとの࿈ܞにお͍ても

認ূを実施する API にվఆした。

にΑっては、ΞΫηείϯτϩールܖڐ

が必要ͳデータもあり、ͦのΑうͳデータにରして、ί

ネΫタの֎にଘࡏする機と࿈ܞしてରԠできるΑうに

ͳった。また、ΞΫηείϯτϩールが必要ͳ合、認

ূ機と࿈ܞした利用ऀの認ূ、ܖが必要ͳ合、

データ取Ҿࢢと࿈ܞしてܖॲཧを行うこともՄと

ͳった。

�ʣσータަػ

2020 年度は、ίネΫタの֤機はಠ立ੑの͍ߴϞ

δϡールでの構成（ビルデΟϯグϒϩッΫ）とし、新た

ͳ要݅等のରԠが必要にͳった合でも؆୯にରԠで

きるΑうにઃܭした。

取ಘするデータに合ΘͤたイϯターϑΣーεもビルデ

ΟϯグϒϩッΫ構成でઃܭし、�छのイϯターϑΣーε

（ᶃ '5P イϯターϑΣーε、�ᶄ )55P ϑΝイルμϯϩ

ーυイϯターϑΣーε、ᶅ�N(SI イϯターϑΣーε）の

開発をྃした。

2021 年度は、取ಘしたデータをՃしたޙでのདྷྺ

が取ಘできる機を開発した。

2022 年度は、データདྷྺ機とのイϯターϑΣーε

にもたͤるύϥϝーターのݟしを実施し、N(SI にお

͚るデータఏ࣌ڙのདྷྺが取ಘできるΑうにしたʢਤ

�ʣ。

Ҏ্に必要とͳるイϯターϑΣーεがあるه্、ޙࠓ

合、必要ͳイϯターϑΣーεのΈՃすることで、新

たͳイϯターϑΣーεにରԠしたデータަがՄとͳ

り、$ADDE のద用ൣғががるものと͑ߟる。

�ʣσータަػʢ/(4*ʣ

εϚーτγςΟϓϥッτϑΥーϜでٴී͘して͍

る、「'I8A3E」で用͞れるネッτϫーΫ API である

N(SI（N(SI�W2）にରԠし、データఏऀڙとデータ利用

ऀの間にお͍て N(SI�W2 のίϯςΩετデータのࣜܗ

तडを行う機を開発した。

また、認ূ機認Մ機、データ࿈ܖܞ機、お

Αͼデータདྷྺཧ機との࿈ܞ機を開発。ίϯςΩ

ετデータにお͍てもϑΝイルデータのतडとಉ༷に、

ࢢఆ͞れた利用ऀとのデータのतड、データ取Ҿݶ

ͳͲのܖに基ͮ͘༗ঈデータのतड、おΑͼϑΝイル

のतडにؔするཤྺをొすることをՄにした。

�ʣσータདྷྺػ

ैདྷ、৫でੜ成͞れるデータのݪ本報データ

のվม݁合と͍ったデータのՃのཤྺ、৫間でड

͚͞れるデータަのཤྺを一ݩతにཧする機は

ଘࡏしͳかったが、Χタϩグ作成πールデータަ機

、データՃπールと͍ったデータ࿈ܞにお͚る機
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σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ
ؒσータ࿈جܞ൫ٕज़ʢίωΫタʣのػπール開発

とのڠௐおΑͼཤྺొのイϯターϑΣーεཤྺのデ

ータϞデルの౷一Խをਐめ、৫をまた͍ͩエϯυπー

エϯυのདྷྺのཧおΑͼࢀՃऀのఏڙをՄとし

た。また、複のҟͳる৫がࢀՃするデータ࿈ܞにお

͍ては、དྷྺ報のվ͟Μのੑがॏ要とͳるが、ಛ

ఆのӡ用ऀがूதしてཧするのではͳ͘、複のӡ用

ऀͳらͼにࢀՃऀがࢄతにཧするϒϩッΫνΣーϯ

のࢄாの活用にΑり、ͲのࢀՃऀӡ用ऀであって

も్தでのվ͟Μがࠔͳདྷྺ報のཧをՄとし

た。

また、間データ࿈ܞ基盤技術（ίネΫタ）の༗ޮ

実ূにお͍て、本ܞの行・ަ௨のデータ࿈ূݕੑ

データདྷྺ機をద用し、データఏऀڙであるࣗಈंϝ

ーΧーからఏ͞ڙれるデータのྲྀ௨ઌのを実ݱする

とともに、データఏࢹऀڙでの༗用ੑを֬認した。本

実ূ実ݧに͍ͭては、S# ςΫϊϩδーと࢜௨ڞಉで

2022 年 �݄ �1にϓϨεϦϦーεをެ開した。

機開発܈ԉサービスࢧ （2）
�ʣΧタϩάԣ断ࡧݕ

Χタϩグԣ断ࡧݕは、イϯターネッτ্にࢄしてଘ

おΑͼࡧݕ、するΧタϩグサイτから報をऩूしてࡏ

༰が֬認できるΑうにするものである。実にお͍て

は、ΧタϩグサイτでੈքతͳデϑΝΫτとしてΘれ

て͍る「$,AN」を基本としてઃܭした。

ऩू機では $,AN�API を用͍、ऩूしたΧタϩグ一

ཡある͍はΧタϩグߋ新一ཡに基͍ͮて、ݸผΧタϩグ

のデータをऩूして͍る。ެ開機としては、基本తに

はݸผのΧタϩグの報をެ開するが、͍ͭ͘かの߲

（JE ͳͲ）に͍ͭては、ԣ断ࡧݕでのデータの一؏ੑ

ཧのため、ݸผのΧタϩグの報からมしてੜ成し

て͍る。ࡧݕ機では、基本తには全てのΧタϩグのデ

ータ߲がࡧݕՄである。また、一部のデータ߲に

お͍ては、データ߲とͦののと͍うܗでࡧݕをࢦ

ఆできる。ԣ断ࣗࡧݕମも、$,AN�API に४ڌした API

をެ開して͍る。この API は、$ADDE のίネΫタͳͲ

のίϯϙーネϯτから利用͞れる。͞らにこの API を

用͍て、ԣ断ࣗࡧݕを複ઃஔしΧεέーυしてӡ用

することもできる。

$,ANҎ֎のΧタϩグサイτにも、一部ରԠして͍る。

また、国立報ֶ研究ॴがऩूするֶ術データ（I3D#）

もऩࡌして͍る。2022 年 8 �2、ࡏݱ݄ のΧタϩグサ

イτから �ສ �000 ݅Ҏ্のΧタϩグをऩूެ開して

͍る。ֶ術データをؚΉと 1�ສ݅Ҏ্にͳるʢਤ �ʣ。

�ʣޠኮϦϙジトϦー

にՃࡧݕ、新ߋ、ኮのొޠ、ኮϦϙδτϦーではޠ

͑、$ADDE の΄かのίϯϙーネϯτとの API ࿈ܞがՄ

である。

構ஙしたޠኮϦϙδτϦーでは、ొՄͳޠኮと

して、まͣ S,OS ኮがある。これޠれる౷੍ݺኮとޠ

は 3D' εΩーϚある͍は؆қϑΥーϚッτでొでき

る。؆қϑΥーϚッτとは、߲がنఆ͞れた $S7 ܗ

ࣜで S,OS ड़するものである。S,OSهኮをޠ ኮは౷ޠ

ਤ �　σータަػ
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ܗԉπールでもサϙーτ͞れており、このࢧኮ作成ޠ੍

ࣜで 2ͭのγεςϜは API ࿈ܞする。この΄か、3D'S

 O8- で書かれたޠኮ全ൠ、+SON εΩーϚもొՄ

である。また、ޠኮڞ༗をଅਐするため、μϒϦϯί

ΞͳͲ൚用のεΩーϚ౷ܭ -ODのޠኮͳͲもࣄલに

ొ͞れて͍る。

ը໘ࡧݕኮϦϙδτϦーの基本イϯターϑΣーεはޠ

であり、ここでΩーϫーυͳͲをೖྗしてొ͞れて͍

るޠኮを発ݟする。ͦのޠኮで༰を֬認し、必要であ

れμϯϩーυできる。ޠኮのొにお͍ては、まͣ

Ϣーβーొを行͍、ͦの্でࣗらޠኮデータをͦのޠ

ኮにؔするઆ໌（ϝタデータ）とڞにొする。また、

必要であれͦのޠኮの QSFp�Y（಄ࣙ）を新たに取ಘ

できる。

�ʣೝূೝՄػ

༗ঈ・ඇެ開データをܖに基͍ͮて利用ऀにఏڙす

るための、ඪ४༷に基ͮ͘認ূ認Մの࿈༷ܞをࡦఆ

し、ΞΫηε੍ޚを必要とするデータަにରԠする認

ূ機おΑͼ認Մ機を 2021 年度に開発した。

2022 年度は、ࣾձ実をݟਾ͑た $ADDE のߴηΩ

ϡϦςΟԽとして、ଟ要ૉ認ূ認ՄのࢄԽを行った。

機開発܈ԉπールࢧ （3）
�ʣσータΧタϩάߏஙࢧԉػ

͝とにデータΧタϩグの߲ルールに͍ͭては

ҟͳって͍るのがݱঢ়であり、ҟͳるのデータΧタ

ϩグの༰がཧղしに͍͘՝のରԠため、国ࡍతͳ

ඪ४（8�$�D$A5）に基͍ͮて、部をԣ断してもཧղ

しす͘ڞ௨తに利用できるデータΧタϩグ߲をࡦఆ

した。また、୯ͳるڞ௨Խ͚ͩではͳ͘、をまたが

ってࡧݕするࡍに、必要とͳる߲としてਫ਼ࠪを実施し

た。

ͳお、ਫ਼ࠪを実施しても、必要ͳデータΧタϩグ߲

は 8�߲とଟ͍ঢ়ଶであり、データをఏڙする人がデ

ータΧタϩグを作成するෛ୲がଟ͍ため、機ցֶशを利

用し、ೖྗをਪଌしてఏࣔする等のෛ୲ܰݮのための

ԉπールとして、Χタϩグ作成πールࢧΈをඋ͑た

を開発した。これにΑり、データΧタϩグ作成のを

େ࠷ 。られたݟするޮ果がݮ��2

�ʣ౷੍ޠኮ࡞成ࢧԉػ

ίーύε構ஙのௐࠪの݁果、著作権ऀからの利用のڐ

と͍った著作権ॲཧをඇৗにҙਂ͘行う必要があ

り、またऩूするίーύεにภりがͳ͍Αうҙする必

要があることがかった。著作権ॲཧにؔしては人間ܥ

で行Θ͟るをಘͣ、技術తͳղܾはし͍。Α͘行Θれ

る手法としてはΦーϓϯιーειϑτΣΞの開発で用

͍られて͍るίϯτϦビϡーターϥイηϯεಉҙがあ

り、ଟ人のྗڠにΑるデータੜ成の合は権利ৡの

ルールをࣄલに໌هし、ͦれに合ҙした্で作業を実施

するํ法がある。ͦのため、著作権ॲཧは本研究のର

֎とした。͞らに、֤で作成͞れて͍るޠኮのௐࠪ

の݁果、「ޠኮ」として作成͞れた用ޠのू合の構が

ਤ �　ԣ断ࡧݕの֓೦ਤ
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σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ
ؒσータ࿈جܞ൫ٕज़ʢίωΫタʣのػπール開発

ͦれͧれҟͳり、用ޠの一ཡͦのઆ໌までؚめたࣙ書、

またはදࣜܗデータのεΩーϚに૬するものͦのデ

ータܕまでنఆ͞れて͍るものͳͲ、Φϯτϩδーεϖ

ΫτϥϜと͍うޫのղのΑうに͞ま͟まͳཻ度を

。ことがかったͭ࣋

ኮを構ஙするաఔでは、ͦののઐՈとޠ

報ॲཧのઐՈがڞಉでか݄か͚て構ங作業を行って

おり、ͦの作業の基ૅとͳるデータに、ςΩετデータ

のΈͳらͣ、දࣜܗデータデータϕーεのεΩーϚͳ

Ͳ、౷ֶܭత機ցֶशのֶशにద͞ͳ͍ものがଟ͘ݟら

れた。֤用ޠεΩーϚと I.Iڞ�௨ޠኮ基盤のίΞޠ

ኮとのରԠؔであるϚッϐϯグを行って͍るޠኮは、

ௐࠪしたதではଘࡏしͳかった。͞らに、࣌間がͭܦと

新し͍用ޠがग़て͘るため、ޠኮを一度作成してऴΘり

ではͳ͘、ޠኮのߋ新が必要ͳこともかった。

ͦこでզʑは、֤でのޠኮとڞ௨ޠኮ基盤のίΞ

するূݕՄであるかͲうかをݱኮのϚッϐϯグが実ޠ

ため、ものͮ͘りをྫにとり、にඥͮかͳ͍ί

ーύεでֶशしたྨࣅ用ࡧݕޠエϯδϯにΑり、ఆྔత

にϚッϐϯグਫ਼度をࢉܭした。ਖ਼ղとͳるϚッϐϯグは、

Ґ্࠷果の݁ࡧݕ、લに手作業で作成した。ͦの݁果ࣄ

はࣄલに手作業でઃఆした用ޠがग़ることは΄とΜͲͳ

全ͳ機ցॲཧではϚッϐϯグできͳ͍ことがか、͘

った。

果から、զʑは機ցॲཧのΈ݁ূݕのௐࠪおΑͼه্

にΑるޠኮϚッϐϯグのํをసし、֤でのઐ

Ոのޠኮ作成をࢧԉする機の開発をࢦした。Φϯτ

ϩδーεϖΫτϥϜのதでも࠷も構が୯७であり、す

てのޠኮ作成のೖޱとͳる、ಉٛޠ্Ґޠをఆٛし

た౷੍ޠኮの作成をࢧԉすることとした。

զʑは新ޠにैするために、のઐՈのΈで

も౷੍ޠኮが作成できることを要݅とし、ޠኮ作成の

作業ෛՙをܰݮする (6I ιϑτΣΞを作成した。開

発したιϑτΣΞ「$POUSPMMFE�7PDBCVMBSZ�DFTJHOFS

（$7D）」は、Ϛεૢ作のΈでಉٛؔ・্Լؔがઃ

ఆできる。AI にΑるಉٛޠ্Ґޠのਪఆ݁果、ط

ଘޠኮの報をߟࢀにしͳがらૢ作がՄである。また、

$7Dでは、作成した౷੍ޠኮを機ցՄಡੑの͍ߴ S,OS

と͍う、3D' 'でग़ྗできる。3Dࣜܗ を用͍れ、全

ମ部ؔ（QBSU�PG BUUSJCVUF�PG）属ੑؔ（ؔ （ؔ

と͍った、Αりৄࡉͳؔੑをهड़して͍͘ࡍのڮし

を୲うことがՄである。一ํで、S,OS は人がݟたࡍ

の一ཡੑにし͘、のઐՈが作業݁果を֬認した

り、΄かの人がϨビϡーをしたりすることがし͍。ͦ

こでզʑは、S,OS のサϒηッτとͳる $S7 ϑΥーϚッ

τをఆٛした。ಉϑΥーϚッτは、$7D のೖग़ྗのΈ

ͳらͣ、ޠኮϦϙδτϦーのೖग़ྗにもରԠして͍るた

め、作成した౷੍ޠኮを͘ଞにެ開でき、一ํで

ಉ一にお͍ても複人で、ڞಉでߋ新作成作業を

行うことがՄである。

$7D は (6I ΞϓϦであるため、機ੑ͚ͩでͳ͘、

ૢ作ੑはඇৗにॏ要で、զʑは複のඃऀݧにରして

6I�69 のධՁを行͍ͳがらιϑτΣΞのվળをॏͶ

てきた。զʑが実施したධՁ実ݧでは、$7D のૢ作に

ኮを作成するޠιϑτのΈを用͍て౷੍ࣜܗれれද׳

ことにൺ、ૉૣ͘ෆ合ͳ͘作成できることが֬認͞

れて͍る。զʑは本成果を、ΦーϓϯιーειϑτΣ

Ξとしてެ開した。

ኮϨϙδτϦーޠΦーϓϯιーειϑτΣΞとه্

を用͍て、͍Ζ͍Ζͳのޠͭ࣋ኮをެ開・ڞ༗する

ことで、֤のͭ࣋データのҙຯత࿈ੑܞをߴめるこ

とが期できる。զʑは、́ かの SIP に͍͝ྗڠたͩき、

֤ϓϩδΣΫτでอ࣋するޠኮのதから、ޠኮを作成す

る作業をࢧԉし、ޠኮをެ開して͍た͍ͩた。͍͝ྗڠ

た͍ͩたํʑに作業実施ޙにΞϯέーτを実施し、3D'

Խ͞れたޠኮのެ開にΑり、データのදهΏれ੍デ

ータのཧղにに立ͭと͍うҙݟをಘることができた。

（1） コωクタ機開発
�ʣίωΫタΞーΩςΫνϟ

ΞーΩςΫνϟとして、֤にお͚るデータྲྀ௨の

ଚॏし、ͦれらを֤のಛੑに合Θͤݶେ࠷Έを

てࢄతに࿈Խする、ビルデΟϯグϒϩッΫεܕとし

た。

ίネΫタのネッτϫーΫを௨͡てデータަが実͞ݱ

れることとͳり、ࢄతにଘࡏするデータఏऀڙとデー

タ利用ऀは、ͦれͧれの૭ޱとͳるίネΫタを用ҙする

ことでネッτϫーΫにࢀՃし、データަがՄとͳる。

ίネΫタ間のデータަにお͍ては、必要にԠ͡て認ূ

認Մܖཧ、དྷྺཧͳͲの機がݺͼग़͞れて利

用͞れる。

また、データަのϓϩηε͚ͩではͳ͘、データه

ड़ޠኮのڞ༗からデータ発ݟ、データมと͍った、デ

·ͱΊͱޙࠓͷల4
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ータ利活用の一࿈のϑΣーζで必要とͳる機をࢧԉす

るπールサービεもఏڙしており、෯͍活用がఆ

͞れる。

ͦの݁果、SPDJFUZ���0 のࢦす、͞ま͟まͳデータ

を活用した、新たͳビδネεのग़が期͞れる。

に͍ͭては、DA5A�E9ޙࠓ をਪਐするஂମ（Q�1��

・業اΘったܞଅਐ、本研究開発にٴর）にΑるීࢀ

ஂମにΑる機֦ॆ、おΑͼサービεఏڙにΑるࣾձ実

がఆ͞れる。

�ʣσータ࿈ܖܞػ

本機のఏڙにΑり、ܖを要するデータަにもର

Ԡできるため、Αりద用ൣғががることとͳった。ࠓ

͍の֦େがఆ͞れるため、Αりࢢデータ取Ҿ、ޙ

ൣғでのίネΫタのීٴをఆして͍る。

また、本機に͍ͭては、(JU)VC でΦーϓϯιーε

として一ൠతにެ開しており、͞ま͟まͳでの活用

がఆ͞れる。

�ʣσータަػ

一ൠతͳϑΝイルަϓϩτίルである)55P '5P

のରԠ、認ূ機、認Մ機との࿈ܞにΑり、ܖ

༗無、༗ঈ無ঈデータͳͲ、෯͍データަがՄと

ͳり、҆৺҆全ͳデータྲྀ௨のଅਐのد༩がఆ͞れ

る。

また、本機に͍ͭては、(JU)VC でΦーϓϯιーε

として一ൠతにެ開しており、͞ま͟まͳでの活用

がఆ͞れる。

のڙ૪ྖҬにお͍て、本機のఏڝ、に͍ͭてはޙࠓ

ΈにとͲまらͣ、データのऩू・ੳ等もؚめたサービ

εఏڙͳͲにΑり、͞らͳるࣾձ実のී֦ٴେを期

して͍る。

�ʣσータަػʢ/(4*ʣ

εϚーτγςΟϓϥッτϑΥーϜで͞ٴී͘れて͍

る 'I8A3E で用͞れるネッτϫーΫ API である N(SI

（N(SI�W2）のରԠに͍ͭても、'5P と )55P とಉ༷

に認ূ機、認Մ機との࿈ܞにΑり、ܖ༗無、༗ঈ

無ঈデータͳͲ、෯͍データަがՄとͳり、҆৺

҆全ͳデータྲྀ௨のଅਐのد༩がఆ͞れる。

また、(JU)VC でΦーϓϯιーεとして一ൠతにެ開

するもಉ༷であり、͞ま͟まͳでの活用がఆ͞

れる。

に͍ͭては、機֦ॆͳͲを行った্で、サービޙࠓ

εఏڙͳͲにΑるࣾձ実を༧ఆして͍る。

�ʣσータདྷྺػ

間にお͚る҆৺ͳデータྲྀ௨・利用の実ݱに͚

て、データを基として、େݩのデータのݪ本報おΑ

ͼデータަཤྺ、Ճཤྺを֬認Մとするデータདྷ

ྺ機を実ݱした。本データདྷྺ機は、ޙࠓの間

ҟͳる৫間にお͍てసʑとྲྀ௨͞れվม͞れて͍͘

データにお͍て、データにまͭΘる֤छཤྺを、データ

利用ऀから֬認Մとするものであり、҆৺ͳデータ利

用として必ਢとͳる機である。

௨では本技術を発లͤ͞、新サービε࢜、ࡏݱ

「'VKJUTV�$PNQVUJOH�BT�B�SFSWJDF�DBUB�F�536S5」として

2022 年度Αりఏڙ開࢝する༧ఆである。

これにΑり҆৺҆全でࣗ༝ͳデータྲྀ௨の྆立を実ݱ

し、ۚ༥製、ྲྀ௨、ҩྍͳͲにお͚る͞ま͟ま

ͳ՝ղܾに取りΉ。

機開発܈ԉサービスࢧ （2）
�ʣΧタϩάԣ断ࡧݕ

Χタϩグԣ断ࡧݕにお͍ては、デϑΝΫτでΘれて

͍るΧタϩグサイτのιϑτΣΞである $,AN に४

でγεςϜを構ஙし、ͦの্で͍ͭ͘か֦ுしܗするڌ

た。݁果として、サイτとしては �0 ఔ度であるが、

であれ（ொଜ۠ࢢ）ମ࣏ࣗ �00 ऑ、で͍͑ 20ˋ

ൺで͍͑ޱ人、ڧ をΧバーできた。たͩ、こڧˋ�0

れҎ্のΧバーをࢦすのであれ、$,AN४ڌҎ֎

のサイτをͲう取りࠐΉかをݕ౼する必要がある。

Χタϩグԣ断ࡧݕのӡ用にお͍ては、基本తにはେき

ͳはͳ͘、ӡ用ͦのものはܰඍͳίετである。し

かし、期ӡ用にあたってӡ用ମ੍をΉ必要があり、

これがޙࠓの՝とͳる。

開発したιϑτΣΞはΦーϓϯιーεとしてެ開し

て͍る。ޙࠓ、期ӡ用にあたっては、ιϑτΣΞࣗ

のߋ新も必要とͳって͘るため、ͦのମ੍もݕ౼する

必要がある。

ͳお、࣏ࣗମͳͲのΦーϓϯデータにՃ͑、ֶ術デー

タを取りࠐΉ総合サイτはੈքతにもك༗であり、デー

タ利用のՄੑを͛たと͍うでҙຯがある。

�ʣޠኮϦϙジトϦー

利࠶༗とڞኮのޠ、ኮϦϙδτϦー開発にお͍てはޠ
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σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ
ؒσータ࿈جܞ൫ٕज़ʢίωΫタʣのػπール開発

用をࢦして、ޠኮϦϙδτϦーιϑτΣΞの開発と

、༗するϝϦッτとしてはڞኮをޠ。ӡ用を行ったݧࢼ

データのཧղの্、データ作成の؆ུԽ、データの࠶

利用੍の্があり、ޠኮϦϙδτϦーはͦのϋϒతͳ

ׂに期͞れる。

ड़のデϑΝΫهኮޠ、ճ開発͞れたϦϙδτϦーはࠓ

τである 3D'S�O8- 、をサϙーτすることҎ֎にޠݴ

$S7にΑる؆қϑΥーϚッτもサϙーτして͍る。この

ことにΑり、ޠኮొと利用のϋーυルがԼがることが

期͞れる。また、౷੍ޠኮ作成ࢧԉπール（$7D）と

API ࿈ܞをすることで、Ϣーβーがޠኮデータに৮

ることͳ͘、ޠኮのొ利用ができるΑうにͳって͍

る。このも利用ଅਐにݙߩすると͑ߟる。

ኮϦϙδτϦーのӡ用にお͍ては、基本తにはେきޠ

ͳはͳかった。しかし、期ӡ用にあたってはӡ用

ମ੍をΉ必要があり、開発したιϑτΣΞはΦーϓ

ϯιーεとしてެ開して͍る。ޙࠓ、期ӡ用にあたっ

てはιϑτΣΞࣗのߋ新も必要とͳって͘るため、

ͦのମ੍もݕ౼する必要がある。

�ʣೝূೝՄػ

本機のఏڙにΑり、ΦーϓϯデータҎ֎にもಛఆの

利用ऀをࣝผしてఏ͞ڙれるデータのަにもରԠでき

るため、Αりద用ൣғががり、ൣғでのίネΫタの

がఆ͞れる。また、本機に͍ͭては、(JU)VCٴී

でΦーϓϯιーεとして一ൠにެ開しており、͞ま͟ま

ͳでの活用がఆ͞れる。

本機にΑり、間にお͚る҆৺҆全ͳデータަ

がՄとͳった。

また、֤にお͚る ID ϓϩバイターとのͭͳがり

が༰қとͳり、間のデータަが活ੑすることが期

͞れる。

機開発܈ԉπールࢧ （3）
�ʣσータΧタϩάߏஙࢧԉػ

本機のఏڙにΑり、データఏऀڙのデータΧタϩグ

作成ෛՙのܰݮがՄとͳるため、データఏऀڙの૿Ճ

がఆ͞れる。

また、間をまたがったඪ४తͳΧタϩグ߲にΑ

るデータΧタϩグサイτが૿ՃすることにΑって、Αり

తのデータが͚ͭݟす͘ͳり、データྲྀ௨ͦのもの

の活ੑԽもఆ͞れる。

�ʣ౷੍ޠኮ࡞成ࢧԉػ

ΦーϓϯιーειϑτΣΞである $7D を用͍るこ

とで、のઐՈが͍ͭでも؆୯に౷੍ޠኮを作成で

きるΑうにͳった。ࠓճの開発成果は OSS でのެ開で

あるため、実ࡍにのઐՈが用するにはιϑτ

ΣΞをイϯετールする作業が必要とͳる。Αり؆қత

にうために SBBS でのఏڙが͑ߟられる。また、ࠓճ

の実では一人で作業することをఆして͍たが、複

ののઐՈはԕִに͍ることもఆ͞れ、ԕִ

に͍るઐՈಉ࢜がڞಉでฤूを実施できるޠኮϦϙδ

τϦーサービεとのγーϜϨεͳ࿈ܞが͑ߟられる。

ճզʑがఆٛしたࠓ S,OS のサϒηッτとͳる $S7

ϑΥーϚッτを用͍ることで、طଘのදࣜܗデータจ

ষ、PD' でอ࣋͞れ開ࣔしてあるطଘのޠኮをಉ $S7

にίϐーし、ͦの $S7 を $7D ಡΈࠐΉことで、ಉ

を্Լؔؔޠٛ (6I ্でՄࢹԽし؆қにѲし

たりఆٛしたりすることがՄにͳる。また、ͦれを

3D' でอଘする͚ͩで、΄かのの人がཧղしす

͘ͳる。このΑうͳデータのղऍՄੑをߴめる作業の

ϋーυルをԼ͛ることで、ޙࠓ、͞ま͟まͳで౷੍

、ኮが作成͞れ、機ցॲཧՄͳデータが૿͑て͍きޠ

データࣾձの実ݱにد༩することが期͞れる。
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˔σータのར׆༻ʹదͨ͠表形ࣜσータのࡧݕɺߏมɺҙຯղੳٕज़Λڀݚ開発͠ɺ国ࡍతͳධՁί
ンペςΟγϣンʹ参加ɻ͜のධՁΛ௨ͯ͡ੈքトοϓϨベルのੑΛ༗͢Δ͜ͱΛ֬ೝͨ͠ɻ

˔ΦーϓンιーεのπールΛ開発͢Δͱͱʹɺ͜ΕΒのཁૉٕज़Λ࿈ͯ͠ܞ༻͢ΔͨΊのϓϩタイϓ
γεςϜΛ開発͠ɺ開発ٕज़のར༻ଅਐΛਤͬͨɻ

େ学ڞಉར༻ؔػ法ਓใ・γεςϜߏػڀݚ

間データ࿈ܞ基盤技術（コωクタ）ͷ
ӡ用ࢧԉ技術開発

σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ

本研究開発は、SPDJFUZ���0 の࣌にお͍てサイバー

空間に取りࠐまれた、͞ま͟まͳのデータ基盤を࿈

を研究開発する܈ԉπールࢧして活用するデータฤूܞ

ことで間のデータ࿈ܞを༰қにし、データ活用をଅ

ਐすることをతとして͍る。

SPDJFUZ���0 でѻΘれるデータ空間にはଟ༷ͳデータ

ఏऀڙとデータ利用ऀがΞΫηεするため、りとり͞

れるデータは、ଟ༷ͳࣜܗ構、දݱがࠞࡏすること

にͳる。これらのデータをΈ合Θͤて活用するには、

データのࣜܗ構、දݱのมが必要にͳる。また、

これらのデータをίϯϐϡーターでޮ果తにੳする

合には、データにҙຯを༩することがまし͍。本研

究開発では、データࣜܗのม技術ྨࣅදݱのॲཧ技

術、データのҙຯ༩にؔする要ૉ技術を研究開発する

とともに、֤要ૉ技術を࿈ܞして活用するデータฤूࢧ

ԉπールを開発することでデータ活用ίετのݮをਤ

った。

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 年度ʙ 2022 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
本研究では、දతͳデータ構であるදࣜܗデータ

を֩とし、「データ構の発ݟにΑる構มࢧԉ」、「ҙ

ຯと構を利用したデータ発ࢧݟԉ」、「ޠኮࣝとデー

タのؔのֶशにΑるデータのҙຯಉఆ」のͭࡾの要ૉ

技術の研究開発に取りΉ。また、これらの研究開発の

成果を࿈ͤ͞ܞる「データฤूࢧԉπール 5BCMF-JOLFS」

のϓϩτタイϓγεςϜを開発する。͞らに、࣏ࣗମを

実ূϑΟールυとした「実データを用͍た研究開発技術

のূݕ」を行͍、ͦの݁果をϑΟーυバッΫして、要ૉ

技術おΑͼฤूࢧԉπールをվྑする。ਤ̍に、දࣜܗ

データを֩としたデータฤू機の構成をࣔす。

�ʣσータߏの発ݟʹΑΔߏมࢧԉ

໌ࣔతͳ構を࣋たͳ͍จ書ͳͲをؚΉ、ଟ༷ͳデー

タιーεをղੳしてදࣜܗデータにมすることにΑ

り、データιーεとしてఆできるデータのൣғを֦େ

する。ΦーϓϯデータにはエΫηル $S7ˎ�と͍った

研究ͷత1 期間ͱํ法2ࢪ࣮

ˎ� 各߲目間がカンマ（ , ）で区切られたデータ。
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σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ
ؒσータ࿈جܞ൫ٕज़ʢίωΫタʣのӡ༻ࢧԉٕज़開発

දࣜܗデータにՃ͑、ϫーυͳͲのจ書にデータがຒめ

まれて͍ることもଟ͍。本研究では、Φーϓϯデータࠐ

にؚまれるׂ合のଟ͍ PD' から、දࣜܗデータをநग़

する技術に取りΜͩ。

まͣ、PD' ϑΝイルの֤ϖーδをੳし、タイτル、

ύϥグϥϑ、ਤ、දと͍ったจ書の構成要ૉにରԠする

Ҭをநग़し、දにରԠするྖҬをಛఆするϖーδྖܗۣ

ϨイΞτੳ、おΑͼදྖҬநग़法の研究開発を行っ

た。࣍に、ϖーδϨイΞτੳにΑってಘられたදྖ

Ҭから、දを構成するηルݟग़しをநग़するදղੳ技

術、දのຒࠐΈදݱ技術、おΑͼ取りࠐΈਫ਼度の͍ߴ

දղੳ技術を研究した。

ਫ਼度の͍ߴදྖҬநग़おΑͼදղੳ技術を実ݱするに

は、େنͳ܇࿅データが必要にͳる。ͦこで -B5FYˎ�

ͳͲでهड़͞れたֶ術จのιーεϑΝイルと、ରԠす

る PD' ϑΝイルとのΈ合ΘͤにΑってେنͳධՁ

データηッτを作成し、දຒࠐΈදݱのֶशに用͍ると

ともに、ͦのਫ਼度ධՁを行った。

�ʣҙຯͱߏΛར༻ͨ͠σータ発ࢧݟԉ

Ϣーβーのೖྗからࡧݕ要ٻをਪଌして、データΧタ

ϩグのޠኮϝタデータ構にରԠ͚することでద

ͳࡧݕίϚϯυをੜ成し、データの利用ొをࢧԉす

ることをతとする。このために、ࣗવޠݴղੳ技術を

利用した、ྨࣅデータࡧݕ機のߴ度Խにؔする研究開

発に取りΉ。201� 年度までの研究開発にお͍て、ࣗ

વޠݴॲཧのਂֶशのద用にΑって、データ発ݟ

の機がߴ度Խできることを֬認した。これを౿ま͑、

2020 年度Ҏ߱では、まͣ、ϢーβーのΫエϦからදܗ

ࣜデータをࡧݕするίϯϖςΟγϣϯܕの研究にࢀՃ

し、「�）ޠኮࣝとデータのؔのֶशにΑるデータ

のҙຯಉఆ」と࿈ܞしてࡧݕ機のߴ度ԽϞδϡールを

開発し༗用ੑをূݕした。また、ྨࣅ構データの発ݟ

とࣗಈϚッϐϯグ機を開発して、「1）データ構の

発ݟにΑる構มࢧԉ」と࿈ܞしてެత機ؔのΦーϓ

ϯデータを用͍た実ূを行った。͞らに、ࣗવޠݴจに

ΑるϢーβーの͍合Θͤをղੳして、データϕーεΫ

エϦにࣗಈมするҙຯղੳ技術の研究に取りΜͩ。

ಛに、これまでの技術ではѻうことがしかった、දܗ

ࣜデータதのデータにؔする݅をྀߟしたղੳ技術

を開発し、国ࡍతͳνϟϨϯδデータηッτを用͍て༗

ޮੑをূݕした。

データ
利用

データ利用

データ
作成・公開

語彙知識
知識利用

抽出・形式化

意味的関係

構造的関係

データセット群

データ利用支援 データ作成支援
ナレッジグラフ オントロジー 知識利用

語彙知識とデータの
関係の学習による
データの意味同定

意味と構造を利用した
データ発見支援

データ構造の
発見による構造変換

スキーマ知識

ˎ�� テキストベースの組版処理システム。

ਤ �　σータ編集ࢧԉٕज़܈の֓ཁ
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・ページ分割
・領域分類

・セル抽出
・セル文字認識
・表構造抽出

Mask R-CNN

K. He et al.

Table image with detected cell bounding boxes

Predicted Table HTML (view on Web browser)

table

table

ਤ �　表ྖҬந出ͱ表ղੳ

�ʣޠኮࣝͱσータのؔの学शʹΑΔσータのҙຯ

ಉఆ

データϕーεのデータදࢉܭιϑτΣΞのデータ

ͳͲ、දࣜܗデータはԣ断ܕデータの利用にお͍て

ॏ要ͳデータである。ここでは、ଟ༷ͳදࣜܗデータの

ҙຯをಉఆすることで、ԣ断ܕデータの利用をଅਐ

するΈを֬立した。

දࣜܗデータのҙຯಉఆのݪཧとしては、φϨッδグ

ϥϑˎ�に֨ೲ͞れたޠኮࣝとݸผのデータのؔを

ֶशͤ͞ることで、新نデータのҙຯがޠኮࣝを用͍

てઆ໌できるΑうにした。ޠኮにؚまれる用͝ޠとに、

用ޠを用͍てهड़͞れて͍るデータ（จྻࣈ、）を

ऩूして機ցֶशを行うことで、新نデータの֤部が

Ͳの用ޠにରԠして͍るものかをఆした。この݁果、

ॏ複する߲を用͍たデータのݟするデータの発ࣅྨ

౷合、֦ுがՄにͳる。

まͣ、දࣜܗデータのҙຯతΞϊςーγϣϯの基ૅ技

術を֬立し、ίϯϖςΟγϣϯܕの研究اըのࢀՃを

௨して技術をධՁした。この基ૅ技術に基ͮき、Ϣーβ

ーおΑͼγεςϜから利用ՄͳදࣜܗのΞϊςーγϣ

ϯを行うϓϩτタイϓγεςϜを開発した。

�ʣσータ編集ࢧԉػの࣮

「データ構ม」、「データ発ݟ」、「ҙຯಉఆ」の֤

データをίネΫタͭ࣋ԉ機をΈ合Θͤ、利用ऀがࢧ

にఏڙՄͳデータにมするաఔ、おΑͼΧタϩグԣ

断݁ࡧݕ果をまとめるデータՃաఔを、දࣜܗデータ

をհしてࢧԉする「5BCMF-JOLFS」を実した。

まͣ、利用ऀがදࣜܗデータをΞッϓϩーυしてՃ

するために必要とͳるϢーβーཧ、データࡧݕ、デー

タのイϯϙーτʗエΫεϙーτ機をઃܭ・実し、֎

部からΞΫηεՄͳΫϥυ্にϓϩτタイϓγες

Ϝをઃஔした。࣍に、データ作成・Ճをࢧԉするڞ௨

ςϯϓϨーτ、おΑͼྨࣅデータࡧݕ機データม・

Ճ機の研究開発を行って実した。

�ʣ࣮ σータΛ༻͍ͨڀݚ開発ٕज़のূݕ

2020 年度は、201� 年度にデータ࿈ܞのࢼ行を実施

したࡳຈࢢをத৺とするҬでの実ূڥを用͍て、ҟ

データの新たͳ࿈ܞの発ݟとデータ౷合をରに、

1）から 2）での開発技術のূݕを実施した。ここでは、

ˎ�� さまざまな知識を体系的に連結し、グラフ構造で表した知識ベース。
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σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ
ؒσータ࿈جܞ൫ٕज़ʢίωΫタʣのӡ༻ࢧԉٕज़開発

201� 年度に用͍たࡳຈࢢΦーϓϯデータをத৺とする

ެతデータと、ྲྀ௨（ίϯビχエϯεετΞυϥ

ッグετΞͳͲをఆ）のデータ、おΑͼऩूしたಓ࿏・

ަ௨ঢ়گͳͲにΑるަ௨ྲྀデータと࿈ܞし、行ࣄ業

ऀͳͲに༗用ͳデータ౷合を֤ऀのྗڠのもとでূݕし

た。また、これらの間データ౷合のଞҬのల開、

おΑͼҬ間࿈ܞのূݕのための実を行う。

2021 年度は、Ҏ্の活ಈをܧ続するとともに、ཧ

空間্での報౷合にお͍て、֤での業務間

での࿈ܞにॏ要ͳ「࿏ઢ」にணし、間࿈ܞの基盤

データとしての࿏ઢデータඪ४を作成した。また、ࢢ

ຽདྷ๚ऀにରして֤छ報をఏڙするεϚーτγςΟ

ΞϓϦέーγϣϯにお͍て、࣏ࣗମが༗する֤छ報の

౷合に 1）から �）での開発技術をద用した。͞らに、

Ҏ্のূݕをөͤ͞、ެ開用に࿏ઢデータඪ४を作

成するとともに、εϚーτγςΟΞϓϦέーγϣϯ͚

の複データ౷合ιϑτΣΞをύッέーδ実し

た。

（1） データ構ͷ発ݟʹΑΔ構มࢧԉ
PD' ϑΝイルதにݱれるදのநग़おΑͼநग़͞れた

දから、ηル行、ྻをநग़することをతとしたਂ

ֶशϞデルを構ஙした。このϞデルは、「ᶃද構全ମ

の構ղੳ」、「ᶄදにؚまれるηルのநग़」、「ᶅηルத

のจࣈ認ࣝ」を行うネッτϫーΫから構成͞れる、Ϛル

νタεΫܕのਂֶशϞデルとͳって͍るʢਤ̎ʣ。

こののදతͳධՁデータηッτである

I$DA32021 ධՁ用データηッτを用͍てੳੑをධ

Ձし、I$DA32021 ίϯϖςΟγϣϯにて࠷もੑのྑ

かった手法とಉఔ度の ���2ˋのਫ਼度をୡ成した。また、

本ޠදࣜܗデータのղੳにదしたϞデルを構ஙするた

めに、8JLJQFEJB からදࣜܗデータをநग़し、ධՁ用デ

ータηッτを構ஙした。このデータを用͍て本ޠ用の

Ϟデルをֶशし、�2��ˋのਫ਼度をୡ成した。

（2） ҙຯͱ構を利用したデータ発ࢧݟԉ
୯७ͳΩーϫーυࡧݕでは͚ͭݟられͳ͍データの発

手法ࡧݕを用͍たҙຯݱΈදࠐを༰қにするため、ຒݟ

を開発した。国ࡍతͳίϯϖςΟγϣϯで、�ධՁࢦඪ

のうͪ �ͭでࢀՃνーϜதτッϓϨϕルのੑをୡ成

した。දࣜܗデータ࿈ܞのため、ຒࠐΈදݱを用͍た߲

Ϛッϐϯグ機を開発・実して࣏ࣗମΦーϓϯデー

タにద用し、ҩྍ機ؔのΦーϓϯデータ 11� ݅にରし

てϚッϐϯグ݁果をূݕしたとこΖ、����ˋの߲が

人手にΑるϚッϐϯグ݁果と一கすることを֬認した。

また、ࣗવޠݴにΑるϢーβー͍合Θͤのҙຯղੳ

の研究開発では、データをྀߟしたղੳϞδϡールʢਤ

�ʣを実して、こののදతͳධՁデータηッτ

である SPIDE3 データηッτを用͍て、ैདྷϞデルのੑ

がఏҊՃϞδϡールにΑり することをࣔし্�2

た。

ͷ学शʹΑΔデータኮࣝͱデータͷ関ޠ  （3）
ͷҙຯ同ఆ
ҟͳる報ݯからಘられたデータを࿈ܞして機ցՄ

ಡੑをߴめる、දࣜܗデータのΞϊςーγϣϯ技術

は、人手にΑるొ・ࡧݕ作業ίετのݮにॏ要ͳ

技術である。この技術にؔしては、データ߲ཧ

ղにؔするಠࣗのΞルΰϦζϜと、දཧղのಠࣗの࠶

帰త౷合ॲཧを研究開発してきたʢਤ �）。SFNBOUJD�

8FC�$IBMMFOHF�PO�5BCVMBS�DBUB� UP�,OPXMFEHF�(SBQI�

研究ͷ成果3

ਤ �　ϢーβーΫΤϦのޠݴղੳ
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ਤ̑　開発ͨ͠ TBCMF-JOLFS

ਤ �　表形ࣜσータのҙຯతΞϊςーγϣンのׂ
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σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ
ؒσータ࿈جܞ൫ٕज़ʢίωΫタʣのӡ༻ࢧԉٕज़開発

.BUDIJOH（IS8$201�、2020、2021）のνϟϨϯδ

にࢀՃして、201� 年と 2020 年には総合 1Ґ、2021

年は VTBCJMJUZ 部 1 Ґ、BDDVSBDZ 部 2 ҐとධՁ͞

れ、ੈքτッϓϨϕルのੑをܧ続してୡ成した。

このΞルΰϦζϜを用͍たදࣜܗデータのΞϊςーγ

ϣϯγεςϜを開発してެݧࢼ開を行͍、Ϣーβー͚

イϯターϑΣーεとγεςϜ࿈ܞのための API をఏڙ

した。

（4） データฤूࢧԉ機ͷ࣮
データ構ม、データ発ݟ、ҙຯಉఆの֤ࢧԉ機

をΈ合Θͤ、利用ऀがͭ࣋データをίネΫタにఏڙՄ

ͳデータにมするաఔ、おΑͼΧタϩグԣ断݁ࡧݕ

果をまとめるデータՃաఔを、දࣜܗデータをհして

ԉするࢧ 5BCMF-JOLFS をઃܭした。දࣜܗデータのデー

タࣜܗ・จࣈίーυのエϥʵݕग़機のڧԽ、දࣜܗ

データのҙຯܕのొ機、基本ϑΟルタを用͍たデー

タมͳͲをԁに利用するための 6I のઃܭおΑͼ実

を行うとともに、（1）、（2）で開発したྨࣅ構デー

タの発ݟとࣗಈϚッϐϯグ機おΑͼ（�）で開発した

දࣜܗデータのಉఆ技術との࿈ܞϞδϡールを開発実

した。

（5） ࣮ データを用͍た研究開発技術ͷ検ূ
ίネΫタ機πールおΑͼӡ用ࢧԉ技術の実データ、

実にお͚る技術ূݕをఆし、ྲྀ௨、Ϟバイル

、おΑͼެڞでの֤データの౷合に基ͮ͘Ϛー

έςΟϯグੳྫࣄを౿ま͑た、ੳγεςϜのϓϩτ

タイϐϯグを行った。

まͣ、ྲྀ௨にお͚るίϯビχエϯεετΞの ID�

POS データ、ϞバイルのεϚーτϑΥϯΞϓϦに

Αって͘ऩू͞れるϙイϯτܕのྲྀಈデータ（Ң度ܦ

度でҐஔが取ಘ͞れたデータ）をಋೖし、ͦのҬのࣗ

ྫࣄに、これらの࣍。たͤ͞ܞମΦーϓϯデータと࿈࣏

を౿ま͑、データ౷合にΑるサービεޮ果をධՁするた

めのཧ報をྀߟした、ྻܥ࣌データのੳϓϩτタ

イϓγεςϜを作成した。

Φーϓϯイϊϕーγϣϯのग़とࣾձ実のਪਐを

、するϢーεέーεඋはࢿサービε構にنした、新ࢦ

2020 年度からこの「実データを用͍た研究開発技術の

と一ମでਐめてきたが、2021「ূݕ 年度は、複のࣗ

ମにてͦれͧれ作成͞れるίϯςϯπの౷合タεΫに࣏

お͍て、5BCMF-JOLFS を用͍た౷合ࢧԉ技術とγεςϜ

のಋೖݕ౼をਐめ、γεςϜ開発にண手したʢਤ �ʣ。

また、͍͞たまࢢのεϚーτγςΟ基盤を活用したΞ

ϓϦέーγϣϯにて、ؔ࿈࣏ࣗମͳͲのίϯςϯπの

$ADDE（$POOFDUPS�ASDIJUFDUVSF�GPS�DFDFOUSBMJ[FE�DBUB�

EYDIBOHF）をద用した౷合利用のためのγεςϜ構成

をݕ౼した。

දࣜܗデータの構มࢧԉ技術として、PD' จ書

からදࣜܗデータをநग़する技術を研究開発し、国ࡍձ

ٞのίϯϖςΟγϣϯで用͞れたධՁ用データηッτ

を用͍た実ݧでτッϓϨϕルのදղੳੑを༗すること

を֬認した。ΦーϓϯιーεのϥイϒϥϦとしてެ開し、

をਤるとともに、利用ऀからのϑΟーυバッΫをಘٴී

て技術のվྑをܧ続する。

ҙຯと構を利用したデータ発ࢧݟԉにお͍ては、

ॳܭը௨りに機ցֶशを用͍たྨޠਪఆ技術に基ͮ͘ද

తͳίϯϖςΟγϣϯࡍし、国ݱを実ࡧݕデータのࣜܗ

でτッϓΫϥεのੑであることをࣔすとともに、දܗ

ࣜデータ構のϚッϐϯグにもద用し、දతͳϕϯ

νϚーΫηッτを用͍て༗ޮੑをࣔした。たͩし、ࣗવ

ͳ͍合Θͤのղੳを実用ϨϕルにすࡶจにΑる複ޠݴ

るには、͞らͳる研究開発が必要である。

のֶशにΑるデータのҙຯኮࣝとデータのؔޠ

ಉఆにお͍ては、ॳܭը௨りにେنࣝϕーε

（8JLJQFEJB、D#QFEJB、8JLJEBUB）を用͍たදࣜܗデー

タのΞϊςーγϣϯを実ݱし、ੈքτッϓΫϥεのੑ

であることをࣔした。

また、6I きのγεςϜも開発し、ҙのデータが

ಈ作することを֬認した。たͩし、ϕーεとͳるࣝϕ

ーεは、本国にؔする報が必ͣしも५とは͍͑

ͳ͍ため、こう͍った報をࣝϕーεにՃでೖれて

͍͘ことが必要とͳる。

·ͱΊͱޙࠓͷల4




